
中野市ホームページ

http://www.city.nakano.nagano.jp/
中野市モバイルサイト

4
2010（平成22年）

No.61

	 日野原重明先生による健康講演会

今月の合冊

 　４月25日㈰は中野市議会議員一般選挙の投票日（予定）です。投票に行きましょう！
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平成22年４月号３ 平成22年４月号 ２

　中
野
市
の
平
成
22
年
度
予
算
は
「
市
民
生
活
を
支
援
す
る
」
を
基
本
に
、

厳
し
い
経
済
・
雇
用
情
勢
に
対
応
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
し
た

生
活
を
支
え
、
温
か
み
の
感
じ
ら
れ
る
「
柔
ら
か
い
予
算
」
を
心
が
け
て
編

成
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
予
算　国

で
は
、
平
成
22
年
度
の
経
済
見
通
し

に
つ
い
て
、
景
気
は
、
緩
や
か
に
回
復
し

て
い
く
と
見
込
む
一
方
、
物
価
は
、
緩
や

か
に
下
落
が
続
き
、
失
業
率
は
、
高
止
ま

る
と
見
込
ん
で
お
り
、
こ
う
し
た
状
況
を

勘
案
し
、
平
成
22
年
度
の
国
内
総
生
産
の

実
質
成
長
率
を
、
3
年
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
成

長
が
見
込
ま
れ
る
と
し
、
国
の
平
成
22
年

度
予
算
に
お
い
て
は
、
子
育
て
、
雇
用
、

環
境
等
に
重
点
を
置
き
、
国
民
の
付
託
に

応
え
る
べ
き
主
要
施
策
を
着
実
に
取
り
組

み
、
経
済
成
長
と
財
政
規
律
を
両
立
さ
せ

て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　こ
う
し
た
、
国
の
動
向
を
踏
ま
え
、
中

野
市
に
お
い
て
も
、
「
市
民
生
活
を
支
援

す
る
」
を
基
本
に
、

①
子
育
て
環
境
の
充
実
な
ど「
子
ど
も
」の

支
援

②
福
祉
・
医
療
な
ど「
安
心
生
活
」の
支
援

③
雇
用
機
会
を
創
出
し
、
産
業
の
育
成
及
び

安
定
化
を
図
る「
雇
用
と
産
業
」の
支
援

④
教
育
環
境
の
整
備
及
び
地
域
文
化
に
配

慮
し
た「
教
育
と
文
化
」の
支
援

⑤
地
球
環
境
と
の
共
生
に
配
慮
し
た「
環

境
へ
の
取
り
組
み
」の
支
援

特 集

の
５
項
目
に
分
け
、
厳
し
い
経
済
・
雇
用

情
勢
に
対
応
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
安
心
し
た
生
活
を
支
え
る
予
算
編
成
と

し
ま
し
た
。

　歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
お
よ
び
各
種

補
助
金
・
交
付
金
な
ど
の
財
源
の
最
大
限

活
用
と
、
収
入
の
確
保
に
全
力
を
挙
げ
て

い
き
ま
す
。

　歳
出
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

経
常
経
費
の
削
減
に
努
め
、
増
加
す
る
社

会
保
障
関
係
費
や
実
施
計
画
計
上
事
業
費

な
ど
、
必
要
な
事
業
費
を
確
保
し
、
制
度

資
金
貸
付
保
証
料
補
給
金
、
労
働
金
庫
預

託
金
の
増
額
や
緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
拡

大
な
ど
、
引
き
続
き
景
気
・
雇
用
対
策
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、

一
層
の
行
政
の
ス
リ
ム
化
を
進
め
、
事
務

事
業
評
価
等
に
基
づ
く
各
種
事
業
の
見
直

し
や
削
減
、
経
常
経
費
の
抑
制
を
図
り
、

規
律
あ
る
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、
総

額
１
９
１
億
９
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度

予
算
と
の
比
較
で
は
約
14
億
円
、
率
に
し

て
７
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一般会計予算額　  　191 億 9,000 万円

会計別予算額
会　計　名 予 算 総 額 前年度比

一　　般　　会　　計 191億9,000万円 7.8％

特別会計

国民健康保険事業 49億4,657万円 1.0％
老人保健医療事業 135万円 △91.8％
後期高齢者医療事業 3億6,480万円 0.2％
介護保険事業 31億4,820万円 2.6％
社会就労センター事業 8,380万円 △7.5％
住宅改修資金貸付事業 454万円 △61.8％
倭財産区事業 101万円 △34.2％
永田財産区事業 42万円 △53.5％
中野財産区事業 299万円 16.1％
情報通信施設事業 5,473万円 △16.1％
下水道事業 22億0,639万円 △3.7％
農業集落排水事業 6億6,356万円 △4.3％
合　　　計 114億7,836万円 △0.2％

企業会計 水道事業 13億2,078万円 △43.7％
総　　　計 319億8,914万円 1.1％

※水道事業の予算総額は、収益的支出および資本的支出の予算額の合計

支出（歳出）
項　目 予　算　額 前年度比

民生費 53億1,759万円 17.0％
総務費 27億1,499万円 19.9％
土木費 25億7,996万円 △10.9％
公債費 23億0,178万円 △6.2％
衛生費 19億6,566万円 24.7％
教育費 15億4,713万円 △1.9％
農林水産業費 9億8,556万円 9.7％
商工費 7億8,569万円 31.2％
消防費 6億8,972万円 0.3％
議会費 1億7,601万円 △1.9％
労働費 8,591万円 3.5％
予備費 4,000万円 0.0％
合　計 191億9,000万円 7.8％

収入（歳入）
項　目 予算額 前年度比

地方交付税 55億0,000万円 3.8％
市税 53億5,287万円 △2.2％
市債 18億9,780万円 31.1％
国庫支出金 16億0,229万円 33.7％
繰入金 12億3,841万円 21.1％
県支出金 11億6,285万円 30.4％
諸収入 9億0,604万円 2.9％
地方消費税交付金 4億3,900万円 0.0％
分担金及び負担金 2億9,041万円 △5.1％
地方譲与税 2億5,400万円 △1.9％
使用料及び手数料 2億2,584万円 0.0％
繰越金 1億0,000万円 0.0％
自動車取得税交付金 6,200万円△18.4％
地方特例交付金 5,680万円△11.1％
財産収入 4,201万円△11.3％
利子割交付金 2,700万円 0.0％
配当割交付金 1,000万円△23.1％
ゴルフ場利用税交付金 1,000万円 0.0％
交通安全対策特別交付金 700万円△12.5％
寄附金 318万円1,165.7％
株式等譲渡所得割交付金 250万円△75.0％

合　計 191億9,000万円 7.8％

地方消費税交付金　
4億3,900万円(2.3%)

その他　5億4,633万円(2.8%)

地方譲与税　
2億5,400万円(1.3%)

分担金及び負担金　
2億9,041万円(1.5%)

諸収入　
9億0,604万円(4.7%)

繰入金　
12億3,841万円(6.5%)

市債　
18億9,780万円(9.9%)

国県支出金　
27億6,514万円(14.4%)

(28.7%)

市税　
53億5,287万円(27.9%)

歳入合計
191億
9,000万円

その他　3億0,192万円(1.5%)
消防費　6億8,972万円(3.6%)商工費　

7億8,569万円(4.1%)

農林水産業費　
9億8,556万円(5.2%)

教育費　
15億4,713万円(8.1%)

公債費　
23億0,178万円(12.0%)

衛生費　
19億6,566万円(10.2%)

土木費　
25億7,996万円(13.5%)

総務費　
27億1,499万円(14.1%)

民生費　
53億1,759万

歳出合計
191億
9,000万円

地方交付税　
 55億0,000万円円(27.7%)



４５ 平成22年４月号 平成22年４月号

問い合わせ先　市役所財政課財政係
　　　　　　　☎（２２）２１１１（内線２２１）

22年度予算　
主要事業の概要

　平成22年度の予算編成の主要事業について、５項目に分類し、
主な新規・継続・拡大事業についてお知らせします。

３　　雇用機会を創出し、産業の育成及び安定化を図る「雇用と産業」の支援
○ふるさと雇用再生特別事業（継続）　 1,973万円
地域求職者等を雇い入れて安定的な雇用機会を創出
します。
○緊急雇用創出事業（継続）　　　　　4,140万円
離職を余儀なくされた非正規労働者および中高年齢
者等に対して、臨時的な就業の機会を提供するとと
もに、安定的な求職活動ができるよう支援します。
○プレミアム付商品券支援事業（新規）    250万円
プレミアム付商品券の発行を支援することにより、
市内商業の振興と地域の活性化を推進します。

○売れる農業推進事業（新規）　　　　　　84万円
・地元食材支援店登録事業
　地元食材の普及促進を図るため、地元食材支援店
　登録制度を創設します。
・農産物等販路拡大支援事業
　農家の販売力強化を図るため、新たに販路拡大支
　援講座を開設します。
・故郷の味お披露目事業
　市農産物を使用した新たな商品・飲食メニュー開
　発を支援するため、故郷の味お披露目会を開催し
　ます。

４　　教育環境の整備及び地域文化に配慮した「教育と文化」の支援
○指導主事等の新設事業（新規）　　　　 406万円
就学指導事務、不登校対策等の学校運営に係る諸問
題の調整を専門に行う指導主事職および指導主事を
補佐する臨時職員各１人を配置します。
○小中学校トイレ洋式化事業（新規）　 2,190万円
教育環境の整備を図るため、和式トイレを洋式トイ
レに一部改修します。
○柳沢遺跡公園（仮）整備事業（新規）       60万円
柳沢遺跡を今後有効活用していくために、出土物の
内容についての簡略な説明板の設置と柳沢遺跡公園
（仮）の整備を実施します。

○子ども音楽講座推進事業（新規）         143万円
「ミュージカルを楽しもう」をテーマに、ミュージ
カルの体験を通して、子どもたちの豊かな自己表現
力を育成します。
○市立博物館企画展開催事業（新規）       300万円
　イギリスの大英博物館や国立博物館に展示された、
姥ヶ沢遺跡出土の土偶を中心に、県下の土偶を集め
た（仮称）「土偶展」を開催します。

　　地球環境との共生に配慮した「環境への取り組み」の支援
○地域バイオマス利活用事業（新規）       947万円
バイオマスタウン構想の推進およびバイオマス利活
用事業に対し助成します。
○バイオマス利活用推進事業（新規）       578万円
生ごみ処理や、剪定枝のチップ処理を行い、地域の
バイオマスの有効利用を図り、地球温暖化の防止、
循環型社会の形成を推進します。

○不法投棄等監視パトロール事業（新規） 242万円  
長野県のグリーンニューディール基金を活用して不
法投棄等監視パトロールを実施し、不法投棄の抑制
および早期発見を図るなど、環境に配慮した取り組
みを強化します。
○信州中野環境祭事業（継続）               160万円
環境問題を楽しみながら理解し、環境全般について
周知啓発を図るイベントを開催します。

５

　　子育て環境の充実など「子ども」の支援
○安心こども基金事業（新規）　　　　1,713万円
安心こども基金を活用し、保育所および児童セン
ター等へ、図書の充実を図るとともに、空気清浄機
等を配備する環境整備を推進します。
○インフルエンザ予防接種補助事業（新規）299万円 
就学前の子どもを対象に季節性インフルエンザ予防
接種の費用の一部を助成します。
○子ども医療費の負担軽減事業（拡大）7,609万円
子どもの医療費にかかる自己負担分に対し給付する
範囲を入院に限り小学校６年生まで範囲を拡大します。

○保育施策事業　（拡大）　　　   　　　　
・保育料の軽減対象範囲の拡大
　同一世帯で中学３年生以下の子から数えて第３子
　以降の入所児童を新たに軽減対象とし、保育料の 
　額の２分の１を軽減します。
・長時間保育事業の拡大　
　長時間保育事業の第３種を利用できる保育所に、
　新たに、みなみ保育園、たかやしろ保育園、豊井
　保育園を追加し、６園で実施します。

１

　　福祉・医療など「安心生活」の支援
○精神障害者等デイホーム運営事業（新規）450万円 
精神障害などで、就労することが困難な者等が気軽
に立ち寄れる居場所としてデイホームを設置、運営
します。
○女性特有のがん検診推進事業（新規）　 285万円
「がん検診無料クーポン券」と「検診手帳」を一定
の年齢の者に配布し、乳がん（マンモグラフィ）検
診と子宮頸がん検診を無料で実施します。
○新型インフルエンザ予防事業（継続）　　72万円
新型インフルエンザの感染予防に係る啓発およびマ
スク、消毒剤等対策物品を購入します。

○電話医療相談所運営事業（継続）　　　462万円
市民の医療に関する相談の利便性の向上を図るため、
市と北信総合病院が共同して「電話医療相談所」を
運営します。
○福祉医療費給付事業（拡大）　 　１億5,442万円
精神障害者保健福祉手帳２級交付者の所得制限を緩
和します。

２

「緑豊かなふるさと　文化が香る元気なまち」
　　　　の実現に向け　市民生活を支援します



平成22年４月号７ 平成22年４月号 ６

　市では、合併後、５年が経過することから、市民の皆様がさらなる一体感を持って、
より住みよいまちづくりに取り組んでいただくため、一人ひとりが継続的に心がける
共通目標となる「市民憲章」を定めることとし、「中野市市民憲章策定懇話会」で市
民の皆様から募集した意見も考慮しながら検討してきました。
　そして、同懇話会からの提言に基づき、本年３月市議会の議決を経て、４月１日に
「中野市民憲章」を制定しました。
　この市民憲章を、皆さんの日常の暮らしの中に生かしていただき、より良い中野市
になるよう取り組んでいきたいと考えています。
問い合わせ先　市役所庶務課庶務文書係　☎（２２）２１１１　内線２１１　

　うるわしき山々　水清く　流れ逢いよる千曲川　大地は豊かに実りを産みだし

太古より歴史文化の息づく中野市です

　わたくしたちは　この中野市に生きる幸せと誇りをもって　さらに住みよく　

働きやすく　心豊かに過ごせるまちづくりを願い　憲章を定めて　進みます

一　花咲き　鳥うたい　緑あふれる　環境をまもる　まちをつくります

一　心と体をととのえ　安全で　創意をいかして働ける　まちをつくります

一　笑顔あふれ　あいさつゆきかう　ふれあいのある　まちをつくります

一　子どもも大人も　さそいあって　共に学びあう　まちをつくります

一　音楽を愛し　伝統を重んじ　文化の香る　まちをつくります

中 野 市 民 憲 章

中野市民憲章
みんなでより良い中野市をつくっていきましょう

が決まりました
　わたくしたちは、この地にあって、優美にたつ高社山、季節、天候、時によって、明暗・色彩の階層
の美しさ（グラデーション）を現出させている志賀高原の連山を鑑賞し、また凛

りん

として聳
そび

え麗しい北信
五岳のパノラマを眺望しています。
　大地を潤す水は豊かにしてその量多し。唱歌「春の小川」をイメージさせ清く澄んで流れるせせらぎ
は斑尾川、夜間瀬川、篠井川となり、人がめぐり逢うようにして千曲川へ流れ込んでいます。
　太古の昔から、形成された河岸段丘、扇状地は、実り豊かな大地をなし、幾多の生命を育みつづけ、
歴史を刻み文化を持つまちをつくり繁栄させてきています。
　わたくしたちは、先人の努力に感謝し、さらに住みよく働きやすく心豊かに過ごせるまちづくりを目
指して進もうとする思いの高い中野市民です。

　高社山、斑尾山
さん

麓
ろく

、丘陵地、延徳田んぼは春の
訪れとともに胎動し、花が咲き鳥はさえずり、大
地は緑に覆われます。この郷土の四季折々の織り
なす様は美しく形容しがたいものがあります。
　わたくしたちは、自然と共存の理念にたって生
きようとするとき、この自然を護り、保全に努め
て未来に引き継ごうとする市民共通の思いが高ま
ります。
　また「花咲き鳥うたい」は子どもの姿とも重
なってきて、原野を駆け巡る子ども本来の姿を取
り戻す自然環境・里山づくりも願望しています。

一　花咲き　鳥うたい　緑あふれる　
　　環境をまもる　まちをつくります
　　～自然環境賛歌・保全を目指す～

　心と体の関係は不可分であり、体が健康でなけ
れば精神の健康が保てないし、精神が健全に保て
なければ体を健康にしようとする意思が働いてき
ません。
　それぞれの年齢や状況によって「ととのえる」
の内容が違ってきます。青年期であれば、スポー
ツを愛し、心身を鍛えようとする人が多いでしょ
うし、高齢であれば散歩によって、脚を丈夫にし
て心身の健康を保とうとする人が多いでしょう。
心と体のととのえ方は多様でありますが、ととの
えることへの思いは同じであります。
　また仕事にやりがいを感じ、生きがいにつなげ
たいと誰しもが思います。家庭や職場での役割分
担で、一人ひとりが主体性を裏付けにした「創
意」を生み出し、生かせるような人間関係や職場
の雰囲気づくりを目指す中野市民でありたいと願
います。

一　心と体をととのえ　安全で　
　　創意をいかして働ける　まちをつくります
　　～健康・運動・スポーツ・勤労を目指す～

　子ども、高齢者、立場の弱い人への思いやりの
心を育みあい、手を差しのべあい、ふれあいのあ
るまちづくりは市民一人ひとりの願いであります。
その願いを叶

かな

える日常的な取り組みは、子どもも
大人もあいさつを交わしあうことだと思います。
それが、笑顔あふれ、ふれあいのあるまちづくり
の源泉となっていくと考えます。

一　笑顔あふれ　あいさつゆきかう　
　　ふれあいのある　まちをつくります　
　　～交流・思いやり・福祉を目指す～

　今や生涯学習の盛んな時代であって、課題や趣
味を持って学習に取り組んでいる人が多いと思い
ます。生涯学習の目標は「学びの共同」であると
言われています。サークル、同好会、講座への参
加など、知人、友達、隣近所で誘い合う雰囲気が
高まるような、まちにしたいものです。
　また、地域の子供は地域で育てるという思いを
高くもって、学校との連携、子ども行事、親子行
事、子育て講座などへの積極的な参加で子どもと
共に学びあっていきたいものです。

一　子どもも大人も　さそいあって　
　　共に学びあう　まちをつくります　
　　～学校社会連携・共学びの生涯学習を目指す～

　中野市民は、これまで自然で市民活動的な姿で
音楽活動に取り組み、音楽都市づくりへの途上に
きています。さらに音楽活動を盛んに推し進め、
質の高い音楽を享受し合えるまちづくりをしたい
と願っています。合併がなされ新たな思いを重ね
てきています。
　中野市にある文化財、歴史の学習、伝統芸能、
絵画彫刻、書道、土人形などの文化・芸術活動を
活発に展開したり、支援しあう雰囲気をつくって
いきたいものです。

一　音楽を愛し　伝統を重んじ　
　　文化の香る　まちをつくります　
　　～音楽・伝統、芸術文化活動を目指す～

　うるわしき山々　水清く　流れ逢いよる千曲川　大地は豊かに実りを産みだし　太古より
歴史文化の息づく中野市です
　わたくしたちは　この中野市に生きる幸せと誇りをもって　さらに住みよく　働きやすく
　心豊かに過ごせるまちづくりを願い　憲章を定めて　進みます

「前文」と五つの「本文」の解説（説明）
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　市
で
は
、
昨
年
度
、
市
内
に
お

い
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
発
生
か
ら

利
用
ま
で
が
効
率
的
な
プ
ロ
セ
ス

で
結
ば
れ
た
総
合
的
利
活
用
シ
ス

テ
ム
が
構
築
さ
れ
、
安
定
的
か
つ

適
正
な
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
が
行

わ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
た
「
中
野

市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
を

策
定
し
ま
し
た
の
で
、
内
容
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　な
お
、
今
後
は
、
関
係
者
と
連

携
し
、
き
の
こ
使
用
済
み
培
地
や

生
ご
み
、
そ
の
他
の
市
内
の
バ
イ

オ
マ
ス
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

取
り
組
み
を
有
機
的
に
結
合
し
な

が
ら
、
市
内
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
有

効
利
用
を
進
め
る
と
と
も
に
構
想

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

構
想
策
定
ま
で
の
経
過

　こ
れ
ま
で
、
き
の
こ
使
用
済
み

培
地
を
中
心
に
、
農
業
分
野
に
お

け
る
バ
イ
オ
マ
ス
の
有
効
利
活
用

に
つ
い
て
「
中
野
市
循
環
農
業
推

進
協
議
会
」
で
検
討
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
の
構
想
策
定
に

当
た
っ
て
、
構
想
策
定
委
員
会

率
で
す
が
、
稲
わ
ら
、
も
み
殻
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
茎
葉
、
林
地
残

材
の
利
活
用
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
さ
ら
な
る
利
用
率
向
上
に
努

め
ま
す
。

　な
お
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用

を
通
し
て
期
待
さ
れ
る
効
果
は
、

主
に
「
経
済
効
果
」
「
環
境
面
で

の
効
果
」
「
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
効
果
」
「
教
育
面
で
の
効

果
」
の
４
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

バ
イ
オマス
の
利
活
用
方
法

　こ
の
構
想
で
は
、
き
の
こ
使
用

済
み
培
地
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

で
利
活
用
す
る
こ
と
を
重
点
的
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
生
ご
み
、

草
木
類
お
よ
び
汚
泥
を
複
合
的
に

活
用
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
堆
肥
と

し
て
使
用
し
ま
す
。
（
下
図
「
バ

イ
マ
ス
の
利
活
用
方
法
」
）

　さ
ら
に
、
廃
食
用
油
の
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
化
に
つ
い
て
も
、

現
在
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ

と
で
バ
イ
オ
マ
ス
全
体
の
利
用
率

を
向
上
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　な
お
、
堆
肥
化
（
乾
燥
を
含

む
）
へ
の
仕
向
量
を
多
く
見
込
ん

で
い
る
た
め
、
生
産
さ
れ
る
堆
肥

を
継
続
的
に
利
活
用
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　そ
の
た
め
、
市
や
農
業
協
同
組

合
で
は
、
啓
発
に
努
め
、
事
業
者

や
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
循
環

農
業
や
有
機
肥
料
の
利
用
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
な
ど

○
主
な
取
り
組
み

　バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
を
推
進

し
て
い
く
た
め
に
、
市
と
市
民
、

事
業
者
、
大
学
な
ど
（
研
究
機

関
）
と
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
の
実
現
に
向

け
、
次
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。

①
き
の
こ
使
用
済
み
培
地
の
飼
料
化

②
き
の
こ
使
用
済
み
培
地
の
自
己

完
結
型
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

③
き
の
こ
使
用
済
み
培
地
の
再
製

品
化

④
き
の
こ
使
用
済
み
培
地
の
固
形

燃
料
化

※
こ
の
固
形
燃
料
を
利
用
す
る
バ

イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
が
、
間
山

温
泉
公
園
ぽ
ん
ぽ
こ
の
湯
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
き
の
こ
使
用
済
み
培
地
の
堆
肥
化

⑥
生
ご
み
、
汚
泥
等
の
複
合
的
活

用
に
よ
る
バ
イ
オ
ガ
ス
化

⑦
廃
食
用
油
の
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
化

⑧
そ
の
他
の
取
り
組
み

・
食
品
加
工
残
さ
の
飼
料
化

・
も
み
殻
の
固
形
燃
料
化

・
林
地
残
材
の
ペ
レ
ッ
ト
化

○
推
進
体
制

　バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
を
推
進

し
て
い
く
た
め
、
市
が
主
体
と
な

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
事

業
者
お
よ
び
大
学
な
ど
（
研
究
機

関
）
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た
、
「
中

野
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
推
進
協

議
会
（
仮
称
）
」
を
設
置
し
ま

す
。
そ
し
て
、
推
進
検
討
体
制
の

構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
協
議
会

の
下
部
組
織
と
し
て
、
関
係
代

表
者
に
よ
り
、
取
り
組
み
ご
と
に

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
設

置
し
、
費
用
・
役
務
の
分
担
や
施

設
運
営
主
体
な
ど
、
関
係
者
間
の

役
割
を
調
整
し
た
上
で
、
環
境
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
継
続
し
て
運
営
が

成
り
立
つ
よ
う
推
進
し
ま
す
。

「
中
野
市
バ
イ
オ
マ
ス
構
想
」

の
内
容
は
、
市
役
所
農
政
課
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w.city.nakano.nagano.jp/

）

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
農
政
課
農
政
振
興
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
３
）

注記1）利用率は炭素換算利用率である。
注記2）変換・処理方法の中のかっこ内は処理方法を示す。
注記3）「熱回収（焼却）」による熱回収率は 15％で仕向量に計上している。
注記４）林地残材の現状の仕向量については、利用価値の低いもの（Ｃ材など）の
　　　　搬出材を含む。
注記5）『家畜排せつ物の管理の適正化及び利用の促進に関する法律』の施行以降、一定規模以上の家畜
　　　　使用者は、法に基づいた家畜排せつ物の処理、保管施設により対応している。
注記6）今後の変換・処理方法の太字は、目標達成に向けて利活用に取り組む変換方法を示す。
※1賦存量：中野市に存在するバイオマスの量
※2仕向量：バイオマス資源を利活用している量
※3湿潤量：水分を含んだバイオマス資源の重量
※４炭素量：バイオマス資源に含まれる炭素の重量

項目

現状 目標
賦存量 仕向量

変換・処理方法 利用率
利活用量

今後の
変換・処理方法 利用率湿潤量

（t/年）
炭素量
（t/年）

湿潤量
（t/年）

炭素量
（t/年）

湿潤量
（t/年）

炭素量
（t/年）

廃棄物系
バイオマス 24,605 16,903 69％ 23,614 96％

生ごみ 4,507 199 1,255 55 飼料化、堆肥化、熱回収（焼却） 28％ 3,655 162
飼料化、堆肥化、
熱回収（焼却）、
バイオガス化

81％

食品加工残さ 2,881 127 2,478 110 飼料化、堆肥化、（焼却） 87％ 2,478 110 飼料化、堆肥化 87％

廃食用油 219 156 110 79
油脂化、製品化、
熱回収（焼却）、
バイオディーゼル燃
料化

51％ 112 80
油脂化、製品化、
熱回収（焼却）、
バイオディーゼル
燃料化

51％

古紙 1,136 559 1,136 559 製紙原料化 100％ 1,136 559 製紙原料化 100％

草木類 112 25 50 11
破砕チップ化、
熱回収（焼却）、
（残置）

44％ 52 12 破砕チップ化、バイオガス化 48％

し尿・浄化槽
汚泥 491 4 0 0 （焼却→埋立） 0％ 491 4 バイオガス化 100％

下水汚泥 2,904 268 2,904 268 堆肥化 100％ 2,904 268 堆肥化 100％
家畜排せつ物 17,770 1,060 17,770 1,060 堆肥化 100％ 17,770 1,060 堆肥化 100％

建設発生廃材 244 107 166 73 破砕チップ化、（焼却、埋立） 68％ 166 73 破砕チップ化 68％

製材端材 627 276 619 273
破砕チップ化、
堆肥化、（焼却、
埋立）

99％ 619 273 破砕チップ化、堆肥化 99％

きのこ
使用済み培地 95,751 21,824 63,248 14,415

堆肥化、再製品化、
固形燃料化、（野
積みによる堆肥）

66％ 92,193 21,013
堆肥化、再製品
化、固形燃料化、
飼料化、熱エネ
ルギー利用

96％

未利用
バイオマス 3,140 1,442 46％ 1,535 49％

稲わら、もみ殻 4,696 1,344 1,883 539 堆肥化、飼料化、炭化、（すき込み） 40％ 2,116 606 堆肥化、飼料化、炭化、固形燃料化 45％

果樹等の
剪定枝 5,053 1,126 3,188 710

炭化、破砕チッ
プ 化 、 裁 断 、
（すき込み）

63％ 3,188 710 炭化、破砕チップ化、裁断 63％

アスパラガス
の茎葉 194 16 0 0（すき込み、焼却） 0％ 58 5 堆肥化 31％

林地残材 3,006 654 888 193 製品加工、破砕チップ化、（残置） 30％ 983 214 製品加工、破砕チップ化、ペレット化 33％

を
策
定
し
ま
し
た

「
中
野
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」

▼変換・処理方法

①飼料化
使用済み培地を発酵処理すること
で、家畜の飼料として利用する。

②自己完結型熱エネルギー利用
ガス化や燃焼による熱エネルギーを
隣接するキノコ培養施設の設備の
乾燥や冷却の熱源として利用する。

③再製品化
殺菌等の再生処理をすることで、
再度きのこ培地として利用する。

④固形燃料化
固形燃料に加工することで、燃料と
して利用する。

⑤堆肥化
乾燥、発酵処理することで、家畜
の敷料や堆肥として利用する。

⑥バイオガス化
数種のバイオマスを複合的に活用
して、嫌気発酵することで、メタ
ンガスを回収する。残さは、乾燥
させ堆肥として利用する。

⑦バイオディーゼル燃料化
市内施設で取り組んでいるバイオ
ディーゼル燃料化を推進する。

▼用途

飼料

熱エネルギー
きのこ加工設備の
乾燥・冷却熱源

ハウス栽培の加温
用熱源・温浴施設
のボイラー用熱源

きのこ培地

燃料

堆肥

エネルギー

軽油代替燃料

堆肥

▼利用する
　バイオマス

きのこ使用済み
培地

アスパラガスの
茎葉

生ごみ

草木類

廃食用油

し尿・浄化槽
汚泥

≪バイオマスの利活用方法≫

発電・熱利用

≪バイオマスの現状と目標≫ （
学
識
経
験
者
、
県
、
農
業
委
員

会
、
商
工
団
体
、
農
業
協
同
組

合
、
消
費
者
団
体
、
森
林
組
合
、

公
募
委
員
、
市
で
構
成
）
を
設
置

し
、
ま
た
、
庁
内
の
関
係
部
署
な

ど
で
は
庁
内
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
検
討
・
協
議
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　利
活
用
の
目
標
と

　
　期
待
さ
れ
る
効
果

　バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
と
し

て
公
表
す
る
際
の
基
準
の
一
つ

に
、
「
廃
棄
物
系
バ
イ
オ
マ
ス
の

90
％
以
上
、
ま
た
は
未
利
用
バ
イ

オ
マ
ス
の
40
％
以
上
の
活
用
に
向

け
、
総
合
的
な
バ
イ
オ
マ
ス
利
活

用
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」

と
あ
り
ま
す
。

　現
在
、
市
内
の
廃
棄
物
系
バ
イ

オ
マ
ス
の
利
用
率
は
69
％
で
す

が
、
今
後
は
、
き
の
こ
使
用
済
み

培
地
の
利
活
用
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
そ
れ
以
外
の
利
用
率
が
低

い
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
全
体
と
し
て
90
％

以
上
の
利
用
率
を
目
指
し
ま
す
。

（
左
表
「
バ
イ
オ
マ
ス
の
現
状
と

目
標
」
）

　ま
た
、
未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
に

つ
い
て
は
、
現
状
で
46
％
の
利
用
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「
中
野
市
合
併
振
興
基
金
の
設
置
、

管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
」

の
制
定

　合
併
に
伴
う
市
民
の
一
体
感
の

醸
成
及
び
地
域
振
興
を
図
る
た
め
、

合
併
振
興
基
金
を
設
置
す
る
こ
と

か
ら
、
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

「
中
野
市
福
祉
医
療
費
給
付
金
条

例
」
の
一
部
改
正

　子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
乳
幼
児
等
医

療
費
の
入
院
に
係
る
給
付
対
象
の

拡
大
、
ま
た
、
精
神
障
害
者
の
対

象
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
等
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
福
祉
会
館
条
例
」
の
廃

止
　老
朽
化
が
著
し
い
福
祉
会
館
の

用
途
を
廃
止
す
る
こ
と
に
伴
い
、

条
例
を
廃
止
し
ま
し
た
。

《
一
般
会
計
》

　平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
予
算

か
ら
、
２
億
５
８
１
０
万
２
０
０

０
円
を
減
額
し
て
、
補
正
後
の
予

算
総
額
を
、
２
０
０
億
５
４
１
０

万
７
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

　主
な
歳
出
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　３月2日から19日まで、18日間の会期で開催されました。
　この議会では、条例案３件、予算案23件、事件案６件のあわせて
32件が審議され、いずれも原案どおり可決となりました。また、意
見書などについても審議されました。
　ここでは、主な内容をお知らせします。

３月の市議会定例会報告

〈
総
務
費
〉
●
市
民
会
館
管
理
事

業
費
で
、
耐
震
診
断
調
査
委
託
料

１
４
９
万
円
を
減
額

〈
民
生
費
〉
●
中
国
残
留
邦
人
生

活
支
援
事
業
費
で
、
医
療
支
援
給

付
費
４
４
３
万
余
円
を
増
額
●
自

立
支
援
事
業
費
で
、
生
活
介
護
給

付
費
等
扶
助
費
８
９
７
万
余
円
を

増
額
●
子
ど
も
手
当
給
付
事
業
費

で
、
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
５
9

７
万
余
円
を
増
額
●
生
活
保
護
扶

助
費
で
、
対
象
者
の
増
に
伴
う
、

生
活
扶
助
費
等
１
５
６
６
万
円
を

増
額

〈
衛
生
費
〉
●
予
防
接
種
事
業
費

で
、
医
薬
材
料
費
等
１
０
８
４
万

余
円
を
減
額
●
ご
み
減
量
化
・
再

資
源
化
事
業
費
で
、
資
源
物
処
理

業
務
委
託
料
等
９
６
９
万
余
円
を

減
額
●
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
事
業
費
で
、
設
置
及
び
接
続
補

助
金
２
５
２
万
余
円
を
減
額

〈
農
林
水
産
業
費
〉
●
新
規
就
農

者
支
援
事
業
費
、
農
業
制
度
資
金

融
資
利
子
軽
減
事
業
費
、
園
芸
産

地
育
成
事
業
費
、
農
地
効
率
利
用

奨
励
補
助
事
業
費
、
林
業
経
営
構

造
対
策
事
業
費
で
、
そ
れ
ぞ
れ
事

業
費
の
確
定
等
に
伴
う
、
負
担
金

補
助
及
び
交
付
金
１
４
２
３
万
余

円
を
減
額
●
地
域
バ
イ
オ
マ
ス
利

活
用
事
業
費
で
、
事
業
費
確
定
に

伴
う
、
業
務
委
託
料
等
３
０
３
万

円
を
減
額
●
西
部
農
村
総
合
整
備

事
業
費
で
、
農
道
整
備
工
事
費
等

１
６
２
６
万
円
を
減
額

〈
商
工
費
〉
●
観
光
宣
伝
事
業
費

で
、
事
業
費
確
定
に
伴
う
、
委
託

料
３
９
８
万
円
を
減
額

〈
土
木
費
〉
●
県
道
整
備
促
進
事

業
費
で
、
県
施
行
工
事
市
負
担
金

１
６
８
４
万
余
円
を
減
額
●
幹
線

道
路
整
備
事
業
費
で
、
事
業
費
確

定
に
伴
う
、
支
障
物
件
補
償
料
等

２
３
９
０
万
余
円
を
増
額
●
除
雪

事
業
費
で
、
降
雪
状
況
等
に
伴
う
、

除
雪
委
託
料
３
０
０
０
万
円
を
増

額
●
街
路
整
備
事
業
費
で
、
支
障

物
件
補
償
料
等
２
６
４
万
余
円
を

増
額

〈
消
防
費
〉
●
一
部
事
務
組
合
負

担
金
で
、
岳
南
広
域
消
防
組
合
分

担
金
１
２
３
６
万
余
円
を
減
額

〈
教
育
費
〉
小
学
校
の
教
育
扶
助

事
業
費
で
、
扶
助
費
２
３
８
万
余

円
を
増
額

〈
災
害
復
旧
費
〉
●
平
成
21
年
８

月
豪
雨
災
害
復
旧
事
業
費
で
、
事

業
費
確
定
に
伴
う
、
復
旧
工
事
費

等
５
６
６
４
万
余
円
を
減
額

《
特
別
会
計
》

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
〉
●
保
険

給
付
費
で
、
一
般
被
保
険
者
療
養

給
付
費
１
億
８
７
５
５
万
余
円
、

一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費
１
９

１
６
万
余
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額

〈
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
〉
●
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

で
、
同
納
付
金
65
万
余
円
を
増
額

〈
介
護
保
険
事
業
〉
●
保
険
給
付

費
で
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
及
び

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
事
業

費
組
替
●
地
域
包
括
支
援
事
業
費

で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
奨
励
給

付
金
３
８
０
万
円
を
増
額

〈
下
水
道
事
業
〉
●
下
水
道
費
で
、

事
業
費
の
確
定
に
伴
う
、
下
水
道

整
備
事
業
費
３
６
４
４
万
余
円
を

減
額
、
コ
ン
ポ
ス
ト
施
設
修
繕
工

事
費
２
０
６
８
万
余
円
を
増
額

〈
農
業
集
落
排
水
事
業
〉
●
農
業

集
落
排
水
事
業
費
で
、
事
業
費
の

確
定
に
伴
う
、
処
理
施
設
維
持
管

理
事
業
費
１
７
９
万
余
円
を
減
額

《
企
業
会
計
》

〈
水
道
事
業
〉
●
建
設
改
良
費
で
、

施
設
整
備
等
工
事
２
６
４
２
万
余

円
、
舗
装
本
復
旧
工
事
１
３
５
７

万
余
円
を
そ
れ
ぞ
れ
減
額

　以
上
の
ほ
か
、
人
件
費
の
確
定

見
込
み
及
び
事
業
の
確
定
等
に
伴

う
事
業
費
の
変
更
、
財
源
組
替
の

ほ
か
、
繰
越
明
許
費
の
設
定
、
債

務
負
担
行
為
・
地
方
債
の
各
補
正

を
行
い
ま
し
た
。

　

　市
民
の
皆
様
が
さ
ら
な
る
一
体

感
を
持
っ
て
、
よ
り
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
、
一

人
ひ
と
り
が
継
続
的
に
心
が
け
る

共
通
目
標
と
な
る
、「
中
野
市
民

憲
章
」
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を

得
ま
し
た
。

条

　例

補 

正 

予 

算

中
野
市
民
憲
章

お聴かせください

　市政に対する建設的なご提言等を、市民の皆さん
から直接お聴きする事業「私の提言」を実施します。
　お寄せたいだいたご提言は、市長が直接拝見し、
お返事を差し上げるとともに、市政運営に反映する
よう努めていきます。
　なお、ご提言に対するお返事については、受け付
けをしてから２週間程度としていますが、内容によ
っては、担当課等において調査、検討を行い、関係
部署と調整させていただく必要があることから、お
返事をするまでに時間がかかる場合がありますので
ご了承ください。
◆利用方法
有効期限　平成23年３月31日
利用方法
⑴郵送　今月号の「広報なかの」に挟み込んである
用紙に、提言内容を記入の上、切手を貼らずに郵
便ポストへ投かんしてください。
⑵ファクス　専用ファクスを設けています。送って
いただく用紙の様式は定めませんが、なるべく挟
み込んである用紙をご利用ください。
　ファクス　（２２）２４４５

⑶電子申請　ながの電子申請サービスを利用して、
インターネットからもご提言いただけます。

　　市公式ホームページから「ながの電子申請サー
ビス」のページへ移動し、必要事項を入力の上、
送信してください。

　ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp/
用紙の設置場所　市役所総合案内、豊田支所地域振
興課、中央・北部・西部・豊田公民館、永田窓口サ
ービスステーション
その他　
　寄せられたご提言は、個人を特定できないように
した上で、広報紙や市公式ホームページに掲載させ
ていただく場合があります。
　また、氏名・住所・連絡先の記入がないものや、
特定の市民・団体等への中傷的なものは、原則扱い
ません。

　問い合わせ先　
　市役所庶務課秘書広報係
　☎（２２）２１１１（内線２１２）

　４
月
25
日
㈰
執
行
（
予
定
）
の

中
野
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
行

わ
れ
ま
す
。

　明
る
く
正
し
い
選
挙
が
行
わ
れ

ま
す
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

告
示
日

　４
月
18
日
㈰
（
予
定
）

投
票
日

　４
月
25
日
㈰
（
予
定
）

選
挙
す
べ
き
議
員
の
数

　20

投
票
場
所

　投
票
所
入
場
券
（
郵

便
は
が
き
に
よ
り
郵
送
）
に
記
載

の
あ
る
各
投
票
所

投
票
時
間

　午
前
７
時
～
午
後
８
時

※
次
の
投
票
所
で
は
、
投
票
時
間

が
繰
り
上
げ
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
午
前
７
時
～
午
後
６
時
】

第
28
投
票
所
（
牧
ノ
入
公
会
堂
）

【
午
前
７
時
～
午
後
７
時
】

第
33
投
票
所
（
硲
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
）

第
34
投
票
所
（
穴
田
公
民
館
）

第
35
投
票
所
（
豊
田
公
民
館
永
田

地
区
館
）

投
票
で
き
る
人

・
年
齢
要
件

　日
本
国
民
で
満
20

歳
以
上
の
方
（
平
成
２
年
４
月

26
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

・
住
所
要
件

　平
成
22
年
１
月
17

日
ま
で
に
中
野
市
の
住
民
と

な
っ
た
（
転
入
届
を
し
た
）
方

で
、
引
き
続
き
投
票
日
現
在
、

中
野
市
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方

※
市
内
転
居
の
届
け
出
を
し
た
方

４
月
５
日
㈪
以
後
、
市
内
転
居

の
届
け
出
を
し
た
方
は
、
前
住

所
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　投
票
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
方

は
、
期
日
前
投
票
ま
た
は
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
の
で
投
票
所
入

場
券
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

場
所

　市
役
所
本
庁
１
階

　選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局

時
間

　午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

期
間

　４
月
19
日
㈪
～
24
日
㈯

場
所

　豊
田
支
所
１
階

時
間

　午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

期
間

　４
月
22
日
㈭
～
24
日
㈯

選
挙
公
報
の
発
行　

候
補
者
の
氏

名
、
経
歴
、
政
見
、
写
真
な
ど
を

掲
載
し
た
選
挙
公
報
を
投
票
日
２

日
前
ま
で
に
各
家
庭
へ
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
２
４
）

中
野
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

４
月
25
日
㈰
投
票
（
予
定
）

「私の提言」「私の提言」
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　市では、昨年の信州中野環境祭で皆さんに試飲、
投票いただき、「信州中野の名水」に選ばれた谷厳
寺の井戸『延命水（えんめいすい）』を、長野県
「信州の名水・秘水」へ推薦しました。
　その結果、県の選定委員会において、『延命水』
がその一つとして選定されました。
　また、３月23日㈫、長野市において「信州の名水・
秘水」認定式が行われ、村井長野県知事から認定書
を授与されたあと、先進事例として発表しました。
　優れた水環境は、地域の有効な資源となりますの
で、みんなで保全していきましょう。
問い合わせ先　市役所環境課環境係
　　　　　　　☎（２２）２１１１（内線２４７）

●中野市指定ごみ袋取扱店に、次の店舗を新たに　
　追加しました。
　カインズホーム豊野赤沼店
　長野市大字赤沼2399-1　☎０２６（２２５）９１１１

長野県「信州の名水・秘水」に選定
谷厳寺の井戸「延命水」

　４
月
か
ら
個
人
住
民
税
の
公
的

年
金
か
ら
の
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

　こ
れ
ま
で
公
的

年
金
か
ら
個
人
住
民
税
が
特
別
徴

収
さ
れ
て
い
る
方

仮
徴
収
額

　平
成
22
年
２
月
に
特

別
徴
収
さ
れ
た
額
と
同
じ
金
額
が
、

４
・
６
・
８
月
の
年
金
か
ら
仮
徴

収
さ
れ
ま
す
。

　仮
徴
収
額
は
、
平
成
21
年
度
税

額
決
定
通
知
書
ま
た
は
変
更
決
定

通
知
書
に
よ
り
既
に
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　年
税
額
が
確
定
後
、
仮

徴
収
し
た
額
を
差
し
引
い
た
額
を

10
・
12
・
２
月
の
年
金
か
ら
本
徴

収
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
税
務
課
課
税
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
２
５
）

個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

　
　
　
　
　
　仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

「
国
民
読
書
年
」
っ
て
？　

　平
成
20
年
６
月
の
国
会
決
議
に

よ
り
、
今
年
を
「
国
民
読
書
年
」

と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　近
年
は
、
学
校
で
の
「
朝
の
10

分
間
読
書
運
動
」
浸
透
や
家
庭
、

地
域
全
体
で
読
書
を
推
進
す
る

「
読
書
の
ま
ち
づ
く
り
」
が
広
が

る
な
ど
、
読
書
に
対
す
る
国
民
意

識
が
再
び
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま

す
。
決
議
で
は
、
こ
う
し
た
気
運

を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
た
め
、
今

年
を
「
国
民
読
書
年
」
と
定
め
、

政
官
民
が
協
力
し
、
国
を
あ
げ
て

あ
ら
ゆ
る
努
力
を
重
ね
て
い
く
こ

と
が
宣
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
本
」
を
開
い
て
み
よ
う
！

　普
段
か
ら
読
書
を
し
な
い
方
は
、

こ
の
機
会
に
思
い
切
っ
て
読
書
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
１
日
５
分

で
も
本
を
読
む
こ
と
で
、
ほ
っ
と

す
る
ひ
と
時
を
味
わ
え
た
り
、
新

し
い
知
識
を
得
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
た
っ
た
１
冊
の
本
が
一
生
の

友
と
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

本
は
開
い
た
人
に
だ
け
色
々
な
こ

と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　図
書
館
で
す
ば
ら
し
い
一
冊
と

出
会
え
る
と
い
い
で
す
ね
。

問
い
合
わ
せ
先

　市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
係

☎
38
３
１
１
２
（
内
線
５
４
３
）

■医師研究資金
対象者　県外から転入し、北信総合病院に従事しよう
とする整形外科医師、腎臓内科医師、呼吸器内科医師
貸付人数　２人
貸付金額　３年間従事しようとする方は６００万円、
２年間の場合は４００万円
返還免除　貸付期間と同期間勤務した場合、全額免除
申込期限　貸付人数に達するまで

■医師奨学資金
対象者　学校教育法において医学を専攻している方
で、卒業後３年以内に北信総合病院の医師として従事
する意思がある方
貸付人数　２人
貸付金額　月額上限20万円
返還免除　貸付期間と同期間勤務した場合、全額免除
申込期限　貸付人数に達するまで

医師 資金
医師 資金 
希望者を募集します

　市
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
早
期

発
見
お
よ
び
早
期
治
療
に
よ
る
健

康
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
指
定

医
療
機
関
で
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診

さ
れ
た
際
の
健
診
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

対
象
者　
　

①
35
歳
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
（
た
だ
し
、
脳
お
よ

び
が
ん
検
査
は
40
歳
以
上
）

※
こ
の
う
ち
、
40
歳
〜
74
歳
の

方
は
特
定
健
診
と
し
て
受
診

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険

者
（
75
歳
以
上
の
方
お
よ
び
65

歳
〜
74
歳
で
一
定
の
障
害
が
あ

る
方
）

人
間
ド
ッ
ク
の
健
診
費
用
の

　
　
　
　一
部
を
助
成
し
ま
す

問い合わせ・申し込み先
〒３８３‐００２１
長野県中野市西一丁目１番７号（中野保健センター内）
市役所健康長寿課健康管理係
☎０２６９（２２）２１１１（内線２４２）

※申込方法など詳しくは、直接お問い合わせください。
※北信総合病院にも同様の貸付制度があります。

　近
代
の
国
文
学
に
大
き
な
業
績

を
残
し
、
文
部
省
唱
歌
の
作
詞
者

で
も
あ
る
高
野
辰
之
博
士
の
功
績

を
た
た
え
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
、

音
楽
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め

高
野
辰
之
記
念
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　「
春
が
来
た
」
に
つ
い
て
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
、
古
希
を
迎

え
た
女
性
２
人
の
楽
し
い
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

　多
く
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日

　４
月
29
日
（
木
・
祝
）

時
間

　午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

会
場

　高
野
辰
之
記
念
館

入
館
料

　記
念
祭
開
催
時
は
無
料

出
演
者

　竹
前
文
美
子
さ
ん
、

磯
貝
静
江
さ
ん

曲
目

　の
あ
そ
び
・
春
が
来
た
、

オ
・
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
、シ
ャ
ボ
ン
玉
、

ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
、
故
郷
ほ
か

問
い
合
わ
せ
先

高
野
辰
之
記
念
館

☎
38
３
０
７
０

国
民
の
大
多
数
の
方
が
免

疫
を
獲
得
す
る
ま
で
は
、

幅
広
い
年
代
で
の
流
行
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す

　新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
希
望
す
る
方
全
員
が

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
っ
て
な
い
方
、
予
防
接
種
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
い
ま
一
度
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
ご
検
討
く

だ
さ
い
。
接
種
に
あ
た
っ
て
は
効

果
と
リ
ス
ク
を
ご
理
解
い
た
だ
い

た
上
で
、
個
人
の
判
断
に
よ
り
接

種
を
受
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

４
月
以
降
も
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
、
生
活
保
護

世
帯
の
方
は
無
料
で
接
種

が
受
け
ら
れ
ま
す

　接
種
さ
れ
た
方
は
、
領
収
書
、

予
防
接
種
済
証
、
印
鑑
、
通
帳
番

号
が
分
か
る
も
の
を
持
参
の
上
、

市
役
所
健
康
長
寿
課
ま
た
は
豊
田

支
所
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

菜
の
花
祭
り
コ
ン
サ
ー
ト

▲昨年のコンサートの様子

流
行
が
終
わ
っ
た
と
安
易

に
考
え
ず
に
、
引
き
続
き

予
防
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い

　手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

　詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
長
寿
課
健
康
管
理
係

（
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

助
成
額

　健
診
費
用
の
２
分
の
１

以
内
（
年
度
内
１
回
限
り
と
な
り

ま
す
）

申
し
込
み
・
受
診
方
法

　ご
希
望

の
医
療
機
関
に
、
健
診
内
容
や
費

用
に
つ
い
て
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、

予
約
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
の
案
内
に
し
た
が
っ
て

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

　な
お
、
事
前
に
「
受
診
助
成
申

請
書
」
に
記
入
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

助
成
方
法

　助
成
額
は
、
市
が
直

接
医
療
機
関
へ
支
払
い
ま
す
の
で
、

健
診
費
用
か
ら
助
成
額
を
差
し
引

い
た
金
額
を
、
医
療
機
関
の
窓
口

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

指
定
医
療
機
関

　３
月
に
全
戸
配

布
し
ま
し
た
「
平
成
22
年
度
版
健

康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
12
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

市
役
所
福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
９
６
）

市
役
所
健
康
長
寿
課
健
康
管
理
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
引
き
続
き
ご
注
意
く
だ
さ
い

〜
今
年
は「
国
民
読
書
年
」で
す
〜

新
た
な
一
冊
と
出
会
い
ま
せ
ん
か

高
野
辰
之
記
念
祭

（
写
真
提
供
：
長
野
県
）

▼

認
定
式
の
様
子



   

乳幼児等

障害者等

平成22年４月号15 平成22年４月号 14

対　象 所得制限 対象となる
医 療 費

福祉医療費
受 給 者 証 給付金を受けるには

現行 ０歳～
小学校３年生 なし 入院・通院 あり

医療機関などへ医療費を支払う際に、今まで
どおり、「福祉医療費受給者証」を提示して
ください。

改正後
（拡大分）

小学校４年生～
小学校６年生 なし

入院
（平成 22 年
４月１日の入
院から対象）

なし

医療機関へ入院医療費を支払った後、市役所
子育て課に申請してください。
※現行と異なり、申請が必要です。
＜持ち物＞
医療機関が発行する領収証／印鑑（認め印）
／口座番号がわかるもの／お子さんの保険証
／高額医療費などが対象の場合、保険者から
の決定通知書

所得制限の範囲 申請の際に必要なもの
改正前 市民税非課税世帯 ・保険証

・精神障害者保健福祉手帳
・印鑑（認め印）
・口座番号がわかるもの

改正後
本人 市民税非課税の方または所得税が課せられていない方

同一世帯員 特別障害者手当所得制限の対象となる方

福祉医療費給付金制度が一部改正されました

　春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、

４
月
６
日
㈫
か
ら
15
日
㈭
ま
で
行

わ
れ
ま
す
。

　新
入
学
児
童
・
生
徒
や
新
社
会

人
を
迎
え
た
交
通
環
境
の
中
、
市

民
み
ん
な
で
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
の
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　ま
た
、
運
動
期
間
中
は
警
察
、

交
通
安
全
協
会
、
市
が
街
頭
で
交

通
指
導
を
実
施
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
す

が
、
交
通
安
全
の
主
役
は
あ
く
ま

で
も
自
分
自
身
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
、
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
で

交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

【
運
動
の
重
点
】

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
を
基
本
と
し
て

◆
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

◆
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

◆
飲
酒
運
転
の
根
絶

◆
生
活
道
路
に
お
け
る
交
通
事
故

の
防
止

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
市
民
課
生
活
交
通
安
全
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
３
８
）

春の全国交通安全運動

信濃路は
ルールとマナーの
　走るみち。

４月６日㈫～１５日㈭

４月から、「精神障害者保健福祉手帳（２級）」交付者の所得制限の一部が、下表の
とおり緩和されました。

乳幼児等に関する問い合わせ先　市役所子育て課子ども支援係　　☎（２２）２１１１（内線３５６）
障害者等に関する問い合わせ先　市役所福祉課厚生保護係　　　　☎（２２）２１１１（内線２５５）
障害者等に関する問い合わせ先　豊田支所地域振興課市民生活係　☎（３８）３１１１（内線１３２）

４月から、子どもの医療費補助の対象年齢を下表のとおり拡大しました。今回新たに
対象としたのは、小学校４年生から６年生のお子さんにかかる入院医療費です。

①
世
帯
内
の
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
全
員
」
と

「
世
帯
主
」
の
総
所
得
金
額
等

の
合
計
額
に
よ
り
、
均
等
割
額

が
９
割
、
８
・
５
割
、
５
割
、

２
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

②
総
所
得
金
額
か
ら
基
礎
控
除
額

33
万
円
を
差
し
引
い
た
後
、
所

得
が
58
万
円
以
下
（
年
金
収
入

で
１
５
３
万
円
か
ら
２
１
１
万

円
ま
で
）
の
方
は
、
所
得
割
額

が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

③
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の

直
前
ま
で
、
会
社
勤
め
な
ど
の

夫
や
お
子
さ
ん
な
ど
の
扶
養
に

な
っ
て
い
た
方
（
被
用
者
保
険

の
被
扶
養
者
）
は
、
均
等
割
額

が
９
割
軽
減
さ
れ
、
所
得
割
額

の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　平
成
22
年
度
の
保
険
料
決
定
は

平
成
21
年
中
の
所
得
な
ど
の
申
告

内
容
に
基
づ
き
計
算
す
る
た
め
、

今
年
の
７
月
中
旬
に
「
決
定
通
知

書
等
」
を
桃
色
の
封
筒
で
お
送
り

し
ま
す
。

≪平成２２年度の保険料計算方法≫
保険料は、加入者全員に負担していただく「均等割額」と、
前年の所得に応じて負担する「所得割額」の合計になります。

▼保険料率

平成20･21年度 平成22･23年度
均等割額 ３５，７８７円 ３６，２２５円
所得割率 ６．５３％ ６．８９％

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
の

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
し
た

＝

＋

　ま
た
、
毎
年
８
月
１
日
が
更
新

日
と
な
る
「
保
険
証
」
は
、
７
月

下
旬
に
白
色
の
封
筒
で
お
送
り
し

ま
す
。

※
平
成
22
年
度
中
に
75
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
る
方
に
は
誕
生
日

の
前
日
ま
で
に
「
保
険
証
」

を
、
誕
生
日
の
翌
月
中
旬
ご
ろ

「
保
険
料
の
決
定
通
知
等
」
を

ご
自
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
９
６
）

長
野
県
後
期
高
齢
者
広
域
連
合

☎
０
２
６
（
２
２
９
）
５
３
２
０

　平
成
20
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
は
、

75
歳
以
上
の
方
お
よ
び
一
定
程
度
の
障
害
認
定
を
受
け
た
65
歳
以

上
の
方
を
被
保
険
者
と
す
る
、
医
療
保
険
制
度
で
す
。

　保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、
加
入
し
て
い
る
方
の
医
療
費
の
伸
び

な
ど
を
計
算
し
て
、
２
年
に
１
度
、
見
直
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　今
後
、
医
療
費
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
長
野

県
後
期
高
齢
者
医
療
財
政
を
安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
に
、
左
表

の
と
お
り
保
険
料
率
を
改
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　現在、国民健康保険に加入する70歳から74歳までの方が、医療機関を受
診する際に提示していただく国民健康保険高齢受給者証（以下、受給者
証）については、４月１日から一部負担金の割合が「２割」となる予定で
したが、平成23年３月31日まで「１割」のまま据え置きとなりました。新
しい受給者証は、３月中に水色の封筒で世帯主の方にお送りしましたの
で、医療機関を受診する際は、国保保険証と新しい受給者証を忘れずに提
示してください。
　なお、一部負担金の割合が「３割」の方は、
受給者証が変わりませんので、そのままお使い
ください。また、受給者証は、通常８月１日が
更新日となります（受給者証の有効期限は７月
31日）ので、前年の所得に応じて負担の割合を
判定し、高齢受給者証を送付します。

国民健康保険高齢受給者証を更新しました！

問い合わせ先
市役所福祉課国保医療係
☎（２２）２１１１（内線２９６）

◎
平
成
22
年
度
に
つ
い
て
も
継
続

し
て
保
険
料
の
軽
減
措
置
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
所
得
が
少
な
い

方
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り

保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
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信
州
ま
つ
も
と
空
港
で

　中
野
市
の
お
も
て
な
し

　市
で
は
３
月
21
日
㈰
、
信
州

ま
つ
も
と
空
港
で
行
わ
れ
た
、

「
第
５
回
信
州
ま
つ
も
と
空

港
・
味
わ
い
の
あ
る
日
」
に
参

加
し
ま
し
た
。

　こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
空
港
の

見
学
会
や
乗
客
と
し
て
訪
れ
た

方
々
へ
、
県
内
各
地
の
名
物
料
理

や
農
産
物
な
ど
「
信
州
の
食
」
を

無
料
で
振
る
舞
い
、
お
も
て
な
し

と
話
題
づ
く
り
に
よ
り
空
港
の
利

用
促
進
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
信
州

ま
つ
も
と
空
港
利
用
促
進
協
議
会

の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　当
日
は
、
約
２
０
０
人
が
訪
れ

る
中
、
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
１

階
の
到
着
ロ
ビ
ー
で
、
え
の
き
茸

の
提
供
や
、
き
の
こ
汁
を
振
る
舞

う
と
、
大
変
好
評
で
し
た
。

　今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

県
内
外
の
多
く
の
方
々
に
、
農
産

物
を
は
じ
め
、
中
野
ひ
な
市
や
サ

Ｑ　

眠
り
た
い
の
に

眠
れ
な
い
日
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
「
不
眠
症
」
で
し
ょ
う
か
？

Ａ

　ぐ
っ
す
り
眠
っ
た
翌
日
は
疲

れ
も
取
れ
、
身
体
も
心
も
調
子
が

良
い
も
の
で
す
が
、
「
夜
な
か
な

か
寝
付
け
な
い
」
「
夜
中
や
明
け

方
に
目
が
覚
め
て
し
ま
い
、
ぐ
っ

す
り
眠
れ
な
い
」
な
ど
慢
性
的
に

続
く
の
が
不
眠
症
で
す
。
日
本
人

の
５
人
に
１
人
は
不
眠
症
だ
と
言

わ
れ
て
お
り
、
主
に
次
の
４
種
類

に
分
類
で
き
ま
す
。

入
眠
障
害

　夜
布
団
に
入
っ
て
も

な
か
な
か
眠
れ
な
い
。
こ
の
症
状

の
方
が
最
も
多
い
。

中
途
覚
醒

　夜
中
に
何
度
も
目
が

覚
め
る
。
夜
中
に
何
度
も
ト
イ
レ

に
行
き
た
く
な
る
、
足
が
か
ゆ
く

な
る
な
ど
の
症
状
も
併
発
す
る
こ

と
が
多
い
。

早
朝
覚
醒

　深
夜
に
目
が
覚
め
て

し
ま
い
、
も
う
ひ
と
寝
入
り
し
よ

う
と
し
て
も
な
か
な
か
眠
れ
な
い
。

高
齢
者
に
多
く
み
ら
れ
る
。

熟
眠
障
害

　眠
り
が
浅
い
た
め
、

長
時
間
寝
て
い
て
も
、
ぐ
っ
す
り

眠
っ
た
と
い
う
満
足
感
が
な
い
。

◆
原
因

　◎
ス
ト
レ
ス
や
心
配
事

な
ど
◎
シ
フ
ト
勤
務
や
夜
型
生
活

ス
タ
イ
ル
な
ど
生
活
リ
ズ
ム
の
乱

れ
◎
寝
室
の
音
、
照
明
、
温
度
、

室
温
、
寝
具
な
ど
の
環
境
◎
カ

フ
ェ
イ
ン
入
り
飲
料
、
ア
ル
コ
ー

ル
、
た
ば
こ
の
摂
り
す
ぎ
◎
気
管

支
喘
息
、
皮
膚
の
か
ゆ
み
な
ど
の

病
気
◎
う
つ
病
な
ど
精
神
疾
患
・

加
齢
に
よ
る
睡
眠
の
質
低
下
な
ど

◆
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

　不
眠
の
種

類
と
原
因
を
把
握
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
生
活
リ
ズ
ム
を
規
則
正

し
く
し
、
毎
朝
一
定
の
時
間
に
起

き
、
日
中
は
適
度
に
身
体
を
動
か

し
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　心
身
の
ス
ト
レ
ス
の
解
消
を
心

が
け
、
寝
る
前
は
脳
を
休
め
ま

し
ょ
う
。
改
善
で
き
な
い
と
き
は

受
診
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
早
め

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　来
月
号
は
ス
ト
レ
ス
解
消
法
・

受
診
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は

電
話
医
療
相
談
所
で
す

電
話
医
療
相
談
所
で
は
４
月
１
日
㈭
開
所
時
間
が
変
わ
り
ま
し
た
。

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
10
時
（
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

ま
で
、
看
護
師
や
保
健
師
が
相
談
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
心
配
事
・

相
談
事
が
あ
る
場
合
は
☎
23
０
３
０
０
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
長
寿
課
健
康
管
理
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
）

北
信
総
合
病
院
医
療
安
全
管
理
室

☎
22
２
１
５
１
（
内
線
５
５
２
２
）

ク
ラ
ン
ボ
狩
り
、
な
か
の
バ
ラ

ま
つ
り
な
ど
、
広
く
中
野
市
を

Ｐ
Ｒ
す
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　一
本
木
公
園
ほ
か
２
施
設
の
管

理
を
行
う
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
、

「
地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の
２

第
６
項
」
の
規
定
に
基
づ
き
中
野

市
議
会
12
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
、

４
月
１
日
付
け
で
指
定
管
理
者
を

指
定
し
ま
し
た
。

施
設
の
名
称

　一
本
木
公
園
、

一
本
木
公
園
展
示
館
、
一
本
木

公
園
中
野
小
学
校
旧
校
舎
・
信
州

中
野
銅
石
版
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

指
定
管
理
者

　一
本
木
公
園
バ
ラ

の
会

指
定
期
間

　平
成
22
年
４
月
１
日

〜
平
成
23
年
３
月
31
日

所
管
課

　市
役
所
都
市
計
画
課

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
政
策
情
報
課
行
政
管
理
係

☎
22
２
１
１
１
（
内
線
４
０
１
）

一
本
木
公
園
ほ
か
２
施
設
に
係
る

指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た

　４月１日㈭から、市役所の「閉庁時間」が次のとおり
変更となりましたので、お知らせします。

※開庁時間（午前８時 30 分）
は変更ありません。

市役所の閉庁時間が
               変わりました

　水道法施行規則により、水道事業者は、水質検査計画
を作成し、毎事業年度開始前に水道の需要者に対して情
報提供することとされています。
　計画の内容は、市役所上下水道課または市公式ホーム
ページにおいて公表していますので、ご覧ください。
ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp/

水道水質検査計画
                を策定しました

問い合わせ先　市役所上下水道課上水道係
　　　　　　　☎（２２）２１１１（内線２８２）

問い合わせ先
市役所庶務課職員係
☎（２２）２１１１（内線２０９・２１３）

す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
義
務

　昨
年
６
月
か
ら
、
す
べ
て
の
住

宅
に
家
庭
用
の
住
宅
火
災
警
報
器

（
住
警
器
）
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
火
災
に

よ
る
死
者
の
多
く
が
自
宅
で
就
寝

中
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

住
宅
防
火
対
策
と
し
て
法
制
化
し

す
べ
て
の
寝
室
へ
の
設
置
が
義
務

化
さ
れ
た
も
の
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は

　自
動
で
煙
を
感
知
し
て
、
声
や

音
で
知
ら
せ
て
く
れ
る
器
具
で
、

天
井
や
壁
に
ネ
ジ
１
本
で
簡
単
に

取
り
付
け
ら
れ
ま
す
。
電
池
寿
命

が
10
年
の
物
が
主
流
で
、
最
近
は

複
数
の
警
報
器
が
無
線
で
連
動
す

る
タ
イ
プ
も
出
て
い
ま
す
。

　設
置
す
る
場
所
は
、
す
べ
て
の

寝
室
で
す
が
、
寝
室
が
２
階
以
上

の
場
合
に
は
階
段
上
部
に
も
設
置

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
寝
室
以
外

の
部
屋
へ
の
設
置
は
任
意
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果

　日
本
に
先
立
っ
て
義
務
化
を
進

め
た
米
国
で
は
、
住
宅
火
災
に
よ

る
死
者
が
半
減
す
る
と
い
う
効
果

が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

　ま
た
、
早
期
に
火
災
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
初
期
消
火
が

成
功
し
た
り
、
留
守
中
で
も
近
所

の
方
が
気
付
い
た
と
い
う
奏
効
事

例
が
、
日
本
全
国
で
も
数
多
く
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

普
及
率 

全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位

　昨
年
末
、
住
警
器
の
普
及
率
の

推
計
結
果
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
平
均
は
52
％
、
長
野
県
は

56
・
１
％
で
し
た
。

　長
野
県
内
で
見
る
と
、
最
高
は

長
野
市
の
70
・
４
％
で
、
岳
南
広

域
管
内
は
37
・
４
％
と
県
内
で
は

ワ
ー
ス
ト
２
位
の
低
さ
で
し
た
。

　火
災
か
ら
生
命･

財
産
を
守
る

た
め
、
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
家

庭
は
ぜ
ひ
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

岳
南
広
域
消
防
本
部
中
野
消
防
署

予
防
係
（
☎
22
３
３
８
６
）

岳
南
広
域
消
防
本
部
豊
田
消
防
署

予
防
係
（
☎
38
２
３
５
５
）

住
宅
用
火
災
警
報
器

必
ず
設
置
し
ま
し
ょ
う

▲きのこ汁を求め行列ができました

　中野市産農産物や加工品を取り揃えた「夏のギフ
トカタログ」の掲載商品を募集します。
募集商品　中野市産農産物および市内で製造された
食品や特産品で、贈答品として宅配が可能なもの
応募期限　４月12日㈪必着
提出物　商品の企画書（様式あり）・写真、契約書
掲載料　3,000円（最大３品掲載可能）
手数料　１個につき170円
応募条件　◆食品衛生法などの関係法令の順守◆食
品製造者はＰＬ保険の加入◆食料加工品の容器また
は包装などに、「中野市内で製造された」「原材料
が中野市産」のいずれかが明示されていること
発行部数　42,000部（中野市および茨城県北茨城
市・大分県竹田市内に全戸配布、ふるさと信州中野
会ダイレクトメールなど）
発行時期　平成22年５月中旬
商品の取り扱い　㈶中野市産業公社

問い合わせ先　
市役所売れる農業推進室推進係
☎（２２）２１１１（内線３８１）

夏のギフトカタログ
ふるさとの味を贈り物に

閉庁時間　午後５時15分

夏のギフトカタログ

▲

昨
年
の
ギ
フ
ト

カ
タ
ロ
グ
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職 
員 

人 

事

　４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
人
事

異
動
（
１
７
３
人
）
を
行
い
ま
し

た
。
本
庁
お
よ
び
支
所
等
の
係
長

級
以
上
の
異
動
、
新
規
採
用
職
員

お
よ
び
退
職
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　※
（

　）
内
は
旧
任

　参
事
幹

参
事
幹
兼
子
ど
も
部
長
兼
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー
所
長
（
参
事
兼
健
康
長
寿
課
長
兼
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
福
祉
事
務

所
次
長
）
渡
辺
重
雄

　部
長
級

参
事
兼
財
政
課
長
（
議
会
事
務
局
参
事
兼

事
務
局
次
長
）
小
野
富
夫
、
参
事
兼
税
務

課
長
（
監
査
委
員
事
務
局
参
事
兼
事
務
局

長
）
島
田
賢
治
、
参
事
兼
健
康
長
寿
課
長

兼
福
祉
事
務
所
次
長
（
参
事
兼
税
務
課

長
）
岩
戸
啓
一
、
参
事
兼
中
野
社
会
就
労

セ
ン
タ
ー
所
長
（
中
野
社
会
就
労
セ
ン

タ
ー
所
長
）
出
川
久
、
参
事
兼
子
育
て
課

長
兼
子
ど
も
相
談
室
長
（
参
事
兼
子
育
て

課
長
）
小
林
治
男
、
参
事
兼
中
山
晋
平
記

念
館
長
（
参
事
兼
市
民
課
長
）
市
川
一
夫
、

参
事
兼
消
防
課
長
・
併
任
（
消
防
課
長
・

併
任
）
西
堀
博
幸
、
参
事
兼
豊
田
公
民
館

長
（
参
事
兼
図
書
館
長
）
武
田
貞
治
、
参

事
兼
図
書
館
長
（
南
部
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
所
長
兼
豊
田
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
久

保
広
二
、
参
事
兼
議
会
事
務
局
次
長
（
参

事
兼
売
れ
る
農
業
推
進
室
長
）
小
林
久
勝
、

監
査
委
員
事
務
局
参
事
兼
事
務
局
長
（
参

事
兼
人
権
政
策
課
長
兼
男
女
共
同
参
画
推

進
室
長
）
町
田
修

　課
長

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
（
副
参
事

兼
子
育
て
課
長
補
佐
兼
子
ど
も
支
援
係

長
）
小
林
み
ゆ
き
、
環
境
課
長
（
副
参
事

兼
環
境
課
長
補
佐
兼
環
境
係
長
）
関
守
、

市
民
課
長
（
副
参
事
兼
福
祉
課
長
補
佐
兼

厚
生
保
護
係
長
）
久
保
利
幸
、
人
権
政
策

課
長
兼
男
女
共
同
参
画
推
進
室
長
（
副
参

事
兼
人
権
政
策
課
長
補
佐
兼
啓
発
推
進
係

長
兼
中
野
人
権
セ
ン
タ
ー
館
長
）
佐
藤
等
、

売
れ
る
農
業
推
進
室
長
（
副
参
事
兼
道
路

河
川
課
長
補
佐
兼
監
理
係
長
）
市
川
禎
彦
、

南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
豊
田
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
北
部
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
（
副
参
事
兼
地
域
振
興
課

長
補
佐
兼
総
務
係
長
）
小
林
克
彦

　課
長
級

副
参
事
兼
福
祉
課
長
補
佐
兼
厚
生
保
護
係

長
（
副
参
事
兼
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
総

務
係
長
）
原
誠
、
副
参
事
兼
子
育
て
課
長

補
佐
兼
子
ど
も
支
援
係
長
（
上
下
水
道
課

長
補
佐
兼
監
理
係
長
）
宮
澤
洋
子
、
副
参

事
兼
保
育
課
長
補
佐
兼
施
設
係
長
（
保
育

課
長
補
佐
兼
施
設
係
長
）
池
野
正
美
、
副

参
事
兼
人
権
政
策
課
長
補
佐
兼
啓
発
推
進

係
長
兼
中
野
人
権
セ
ン
タ
ー
館
長
（
副
参

事
兼
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
推

進
係
長
兼
博
物
館
副
館
長
）
山
田
喜
英
、

副
参
事
兼
農
政
課
長
補
佐
兼
耕
地
林
務
係

長
（
都
市
計
画
課
長
補
佐
兼
街
路
公
園
係

長
）
山
岸
功
、
副
参
事
兼
道
路
河
川
課
長

補
佐
兼
監
理
係
長
（
副
参
事
兼
農
政
課
長

補
佐
兼
耕
地
林
務
係
長
）
中
沢
好
一
、
副

参
事
兼
消
防
課
長
補
佐
兼
消
防
係
長
・
併

任
（
副
参
事
兼
消
防
課
長
補
佐
・
併
任
）

佐
藤
和
義
、
副
参
事
兼
生
涯
学
習
課
長
補

佐
兼
文
化
財
係
長
兼
博
物
館
副
館
長
（
副

参
事
兼
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
補
佐
兼

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
）
佐
々
木
正
、
副
参

事
兼
図
書
館
副
館
長
（
図
書
館
副
館
長
）

下
田
由
人

　課
長
補
佐

環
境
課
長
補
佐
兼
環
境
係
長
（
長
野
県
警

察
本
部
か
ら
人
事
交
流
）
酒
井
陽
、
文
化

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
補
佐
兼
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
長
（
福
祉
課
主
幹
兼
障
害
福
祉
係

長
）
久
野
常
志
、
働
く
婦
人
の
家
副
館
長

（
老
人
ホ
ー
ム
高
社
寮
施
設
長
補
佐
兼
事

務
長
）
清
水
史
子
、
都
市
計
画
課
長
補
佐

兼
街
路
公
園
係
長
（
道
路
河
川
課
主
幹
兼

土
木
係
長
）
金
子
房
幸
、
上
下
水
道
課
長

補
佐
兼
監
理
係
長
（
地
域
振
興
課
主
幹
兼

市
民
生
活
係
長
）
町
田
久
子
、
会
計
課
長

補
佐
兼
会
計
係
長
（
市
民
課
主
幹
兼
窓
口

係
長
）
青
木
和
美
、
学
校
教
育
課
長
補
佐

兼
総
務
係
長
（
会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
係

長
）
酒
井
久
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

書
記
長
補
佐
兼
選
挙
係
長
（
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
主
幹
兼
選
挙
係
長
）月
岡
篤
志

　課
長
補
佐
級

庶
務
課
主
幹
兼
防
災
係
長
（
庶
務
課
防
災

係
長
）
豊
田
和
広
、
庶
務
課
主
幹
兼
秘
書

広
報
係
長
（
商
工
観
光
課
主
幹
兼
観
光
係

長
）
柴
本
豊
、
子
育
て
課
主
幹
兼
青
少
年

未
来
係
長
（
税
務
課
主
幹
兼
資
産
係
長
）

神
田
和
賢
、
保
育
課
主
幹
兼
保
育
係
長

（
財
政
課
管
財
係
長
）
太
田
敦
、
男
女
共

同
参
画
推
進
室
主
幹
兼
推
進
係
長
（
男
女

共
同
参
画
推
進
室
推
進
係
長
）
佐
藤
紀

子
、
農
政
課
主
幹
兼
農
政
振
興
係
長
（
子

育
て
課
主
幹
兼
青
少
年
未
来
係
長
）
杉
本

光
正
、
商
工
観
光
課
主
幹
兼
商
業
労
政
係

長
（
商
工
観
光
課
商
業
労
政
係
長
）
池
田

俊
哉
、
商
工
観
光
課
主
幹
兼
観
光
係
長

（
議
会
事
務
局
主
幹
兼
庶
務
係
長
兼
議
事

係
長
）
竹
前
辰
彦
、
道
路
河
川
課
主
幹
兼

土
木
係
長
（
学
校
教
育
課
主
幹
兼
施
設
係

長
）
小
嶋
昭
一
、
道
路
河
川
課
主
幹
兼
維

持
係
長
（
都
市
計
画
課
主
幹
兼
監
理
計
画

係
長
）
上
野
慎
一
、
新
幹
線
対
策
室
主
幹

兼
調
整
係
長
（
農
政
課
主
幹
兼
農
政
振
興

係
長
）
高
野
裕
彦
、
消
防
課
消
防
係
長
の

兼
務
を
解
く
・
併
任
（
消
防
課
主
幹
兼
消

防
係
長
・
併
任
）
高
山
真
澄
、
学
校
教
育

課
主
幹
兼
施
設
係
長
（
道
路
河
川
課
主
幹

兼
維
持
係
長
）
竹
内
貞
禎
、
生
涯
学
習
課

主
幹
兼
生
涯
学
習
推
進
係
長
（
新
幹
線
対

策
室
主
幹
兼
調
整
係
長
）
奈
良
和
夫
、
議

会
事
務
局
主
幹
兼
庶
務
係
長
兼
議
事
係
長

（
保
育
課
主
幹
兼
保
育
係
長
）
土
屋
龍
昭

　係
長

財
政
課
管
財
係
長
（
庶
務
課
秘
書
広
報
係

長
）
栗
林
淳
一
、
税
務
課
資
産
係
長
（
税

務
課
副
主
幹
）
竹
内
和
彦
、
健
康
長
寿
課

介
護
保
険
係
長
（
地
域
振
興
課
副
主
幹
）

藤
澤
佳
繁
、
福
祉
課
障
害
福
祉
係
長
（
生

涯
学
習
課
文
化
財
係
長
）
田
中
勇
、
市
民

課
窓
口
係
長
（
上
下
水
道
課
副
主
幹
）
湯

本
茂
子
、
都
市
計
画
課
監
理
計
画
係
長

（
商
工
観
光
課
副
主
幹
）
戸
田
修
三

　係
長
級

健
康
長
寿
課
副
主
幹
（
福
祉
課
副
主
幹
）

長
澤
典
子
、
健
康
長
寿
課
副
主
幹
（
健
康

長
寿
課
主
査
）
高
山
康
代
、
健
康
長
寿
課

副
主
幹
（
子
育
て
課
主
査
）
池
田
純
子
、

福
祉
課
副
主
幹
（
健
康
長
寿
課
副
主
幹
）

竹
内
由
香
里
、
子
育
て
課
副
主
幹
（
健
康

長
寿
課
副
主
幹
）
吉
村
恵
利
子
、
子
育
て

課
副
主
幹
（
子
育
て
課
主
査
）
徳
永
和
彦
、

道
路
河
川
課
副
主
幹
（
道
路
河
川
課
主

査
）
石
川
雅
之
、
都
市
計
画
課
副
主
幹

（
都
市
計
画
課
主
査
）
小
林
浩
、
都
市
計

画
課
副
主
幹
（
都
市
計
画
課
主
査
）
佐
々

木
篤
博
、
都
市
計
画
課
副
主
幹
（
都
市
計

画
課
主
査
）
頓
所
勲
、
消
防
課
副
主
幹
の

併
任
を
解
く
（
消
防
課
副
主
幹
・
併
任
）

三
井
博
雄
、
消
防
課
副
主
幹
・
併
任
（
岳

南
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
副
主
幹
）
三

井
浩
一
、
消
防
課
副
主
幹
・
併
任
（
岳
南

広
域
消
防
組
合
山
ノ
内
消
防
署
副
主
幹
）

佐
山
昌
永
、
学
校
教
育
課
副
主
幹
（
学
校

教
育
課
主
査
）
小
橋
俊
樹
、
学
校
教
育
課

副
主
幹
（
学
校
教
育
課
主
査
）
柴
本
清
天
、

中
央
公
民
館
副
主
幹
（
生
涯
学
習
課
副
主

幹
）
鳥
羽
法
祐
、
西
部
公
民
館
副
主
幹

（
図
書
館
副
主
幹
）
松
本
則
夫

《
豊
田
支
所
》

　参
事
幹

参
事
幹
兼
豊
田
支
所
長
（
参
事
兼
財
政
課

長
）
海
野
昇
正

　課
長
級

副
参
事
兼
地
域
振
興
課
長
補
佐
兼
総
務
係

長
（
副
参
事
兼
働
く
婦
人
の
家
副
館
長
）

丸
山
松
良

　係
長

地
域
振
興
課
市
民
生
活
係
長
（
中
野
社
会

就
労
セ
ン
タ
ー
副
主
幹
）
吉
池
和
代

　
係
長
級

地
域
振
興
課
副
主
幹
（
上
下
水
道
課
主

査
）
池
田
義
博

《
保
育
所
》

　課
長
補
佐
級

　園
長

主
幹
兼
平
野
保
育
園
長
（
主
幹
兼
永
田
保

育
園
長
）
吉
原
恵
美
子
、
主
幹
兼
み
よ
し

保
育
園
長
（
主
幹
兼
平
野
保
育
園
長
）
西

原
芳
子
、
主
幹
兼
高
丘
保
育
園
長
（
高
丘

保
育
園
主
幹
）
小
林
明
美
、
主
幹
兼
永
田

保
育
園
長
（
み
な
み
保
育
園
主
幹
）
清
水

さ
と
美

　課
長
補
佐
級

　主
幹

平
野
保
育
園
主
幹
（
み
よ
し
保
育
園
主
任

保
育
士
）
竹
内
久
美
子
、
西
町
保
育
園
主

幹
（
西
町
保
育
園
主
任
保
育
士
）
古
川
三

智
子
、
高
丘
保
育
園
主
幹
（
西
町
保
育
園

主
幹
）
山
田
良
子
、
長
丘
保
育
園
主
幹

（
長
丘
保
育
園
主
任
保
育
士
）
小
嶋
久
美

子
、
平
岡
保
育
園
主
幹
（
み
な
み
保
育
園

主
任
保
育
士
）
清
水
君
子
、
た
か
や
し
ろ

保
育
園
主
幹
（
た
か
や
し
ろ
保
育
園
主
任

保
育
士
）
下
田
由
美
子

《
研
修
派
遣
》

長
野
県
実
務
研
修
（
市
民
課
主
事
）
中
沢

優
季

《
新
規
採
用
》

税
務
課 

横
田
美
帆
、
福
祉
課

　関
真

理
子
、
環
境
課

　篠
原
弘
樹
、
み
な
み
保

育
園

　綿
貫
好
美
、
西
町
保
育
園

　山
﨑

み
ち
こ
、
高
丘
保
育
園
　德
竹
直
美
、
平

岡
保
育
園

　栗
原
由
布
子
、
た
か
や
し
ろ

保
育
園

　春
原
洋
香
、
豊
井
保
育
園
　高

野
茜
、
都
市
計
画
課

　佐
々
木
泰
介
、
学

校
教
育
課

　仲
條
光
裕
、
生
涯
学
習
課

　

大
滝
敦
士
、
博
物
館

　本
村
健

《
退
職
》
（
３
月
31
日
付
）

参
事
幹
兼
子
ど
も
部
長
兼
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー
所
長

　上
野
豊
吉
、
参
事
幹
兼
豊
田

支
所
長

　小
林
時
雄
、
参
事
兼
環
境
課
長

　上
條
高
明
、
子
ど
も
相
談
室
長
　早
川

幸
枝
、
中
山
晋
平
記
念
館
長
　宮
澤
文
男
、

豊
田
公
民
館
長

　黒
崎
和
重
、
消
防
部
消

防
課
副
参
事
（
併
任
・
岳
南
広
域
消
防
本

部
副
参
事
兼
豊
田
消
防
署
長
補
佐
兼
庶
務

係
長
）

　清
水
正
志
、
財
政
課
主
幹
　髙

橋
和
美
、
主
幹
兼
み
よ
し
保
育
園
長
　萩

原
優
子
、
主
幹
兼
高
丘
保
育
園
長
　土
屋

美
佐
子
、
松
川
保
育
園
主
幹
　福
原
久
美

子
、
平
野
保
育
園
主
幹
　湯
本
教
子
、
平

岡
保
育
園
主
幹

　中
山
千
江
子
、
高
丘
保

育
園
主
任
保
育
士
　小
嶋
か
よ
子
、
南
部

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
副
主
幹
　勝
山
昭
男
、

西
部
公
民
館
副
主
幹

　小
林
厚
、
北
部
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
技
師
　浅
野
德
子
、

生
涯
学
習
課
主
任
主
事
　小
林
美
恵
子
、

健
康
長
寿
課
主
事
　小
林
千
恵

教
育
を
拓ひ

ら

く
知
恵

　今
年
度
は
、
「
教
育
を
拓
く
知
恵
」
を
テ
ー
マ
に
、
教
育
を
取

り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
中
で
、
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る

支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　今
月
号
で
は
、
今
年
度
の
教
育
委
員
会
の
重
点
施
策
の
内
容
に

つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
ま
す
。

平
成
22
年
度

教
育
委
員
会
の
重
点
施
策

　平
成
22
年
度
、
教
育
委
員
会
の

施
策
・
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ

て
、
特
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た

い
こ
と
を
挙
げ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

一
、
教
育
懇
話
会
を
開
催
し
ま
す

　子
ど
も
た
ち
の
数
が
減
少
し
て

い
く
中
で
、
変
わ
っ
て
い
く
中
野

市
の
学
校
環
境
を
中
心
に
、
今
、

直
面
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
教
育

問
題
、
学
校
や
保
護
者
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
問
題
を
含
め
た
懇

話
会
を
、
中
学
校
区
単
位
で
開
催

し
ま
す
。

　次
代
を
担
う
子
ど
も
の
育
成
を

中
野
市
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が

望
ま
れ
ま
す
。
懇
話
会
へ
は
、
子

ど
も
が
就
学
し
て
い
る
家
庭
も
、

い
な
い
家
庭
も
参
加
い
た
だ
き
、

地
域
の
学
校
の
教
育
を
ど
う
盛
り

上
げ
て
い
く
か
を
懇
談
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

二
、
学
校
と
教
育
委
員
会
の
連
携

を
さ
ら
に
密
に
し
、
子
ど
も

た
ち
を
支
援
し
ま
す

　就
学
指
導
、
不
登
校
対
策
、
学

校
へ
の
指
導
等
を
専
門
的
に
行

う
、
指
導
主
事
職
と
指
導
主
事
を

補
佐
す
る
職
員
各
１
人
を
教
育
委

員
会
事
務
局
に
新
た
に
配
置
し
、

子
ど
も
た
ち
・
保
護
者
の
悩
み
を

学
校
と
教
育
委
員
会
が
連
携
し
、

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
応
し
ま
す
。

　発
達
障
害
の
児
童
生
徒
、
介
助

を
要
す
る
児
童
生
徒
な
ど
特
別
な

支
援
を
必
要
と
す
る
学
校
に
、
市

費
で
配
置
し
て
い
る
支
援
員
を
増

員
し
、
子
ど
も
た
ち
を
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
各
学
校
が
児
童
生
徒

や
地
域
の
実
情
等
を
踏
ま
え
、
創

意
工
夫
を
活
か
し
、
特
色
あ
る
教

育
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
支

援
す
る
た
め
、
今
年
度
も
継
続
し

て
必
要
な
経
費
を
負
担
し
ま
す
。

三
、
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式

化
に
着
手
し
ま
す

　学
校
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
安
全
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

し
、
過
ご
し
や
す
い
環
境
で
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　今
年
度
か
ら
３
年
間
で
、
小
中

学
校
の
和
式
ト
イ
レ
の
一
部
を
家

庭
で
も
普
及
し
て
い
る
洋
式
ト
イ

レ
に
改
修
し
ま
す
。

　ま
た
、
破
損
・
老
朽
化
し
た
箇

所
な
ら
び
に
環
境
改
善
の
た
め
の

施
設
整
備
を
計
画
的
に
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

　な
お
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
地
震
に
対
応
す
る
た
め
、
市

内
の
す
べ
て
の
小
中
学
校
（
15

校
）
の
校
舎
・
体
育
館
の
耐
震
補

強
工
事
を
昨
年
度
で
完
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

四
、
生
涯
学
習
の
特
色
あ
る
学

び
の
場
を
提
供
し
ま
す

　生
涯
に
わ
た
っ
て
豊
か
に
生
き

て
い
く
た
め
、
自
ら
の
向
上
と
活

動
自
体
に
楽
し
み
を
見
い
だ
す
、

市
民
の
主
体
的
な
学
習
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
公
民
館
で
は
、
各

編
集
／
中
野
市
教
育
委
員
会

№
37

種
講
座
を
は
じ
め
、
子
ど
も
た
ち

が
一
流
の
指
導
者
に
よ
る
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
通
し
て
、
子
ど
も
の
表

現
力
の
高
ま
り
と
自
分
に
自
信
の

持
て
る
人
間
へ
の
成
長
を
願
い
、

子
ど
も
音
楽
講
座
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
を
楽
し
も
う
」
を
開
催
し
ま
す
。

　博
物
館
で
は
、
各
種
講
座
や
体

験
教
室
を
は
じ
め
、
大
英
博
物
館

や
国
立
博
物
館
に
展
示
さ
れ
た
、

姥
ヶ
沢
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
偶

を
中
心
に
、
県
下
の
土
偶
を
集
め

た
「
土
偶
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

五
、
読
書
に
親
し
む
活
動
を
推
進

し
ま
す

　平
成
20
年
の
国
会
に
お
い
て
、

平
成
22
年
を
「
国
民
読
書
年
」
と

定
め
る
決
議
が
さ
れ
ま
し
た
。
文

字
・
活
字
文
化
は
、
人
類
の
長
い

▼平成22年度入学　児童生徒数

歴
史
の
中
で
蓄
積
し
て
き
た
知
識

や
知
恵
の
継
承
及
び
向
上
、
豊
か

な
人
間
性
の
涵
養
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　市
立
図
書
館
で
は
、
一
人
で
も

多
く
の
市
民
に
利
用
し
て
い
た

だ
け
る

図
書
館

を
目
指

し
、
読

書
に
関

す
る
さ

ま
ざ
ま

な
市
民

活
動
の

活
性
化

に
努
め

て
い
き

ま
す
。

中野小 128（ー19）南 宮 中 197（ー14）

日野小 18（ー10）中野平中 124（ー29）

延徳小 33（＋８）高 社 中 74（ー53）

平野小 99（＋10）豊 田 中  42（ー２）

高丘小 29（ー８）

※児童生徒数は平成
22年３月26日現在

※かっこ内は、平成
21年度の卒業生数
に対する増減

長丘小 15（±０）

平岡小 40（＋７）

科野小  19（＋11）  

倭　小　９（ー８）

豊井小 18（ー10）

永田小 13（ー１）
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街の話題やイベントを紹介します
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小沼区「餅かえ行事」

▲「わらつと」を交換し合う区民の皆さん
　農作業の仕事始めとされる事八日の３月８日、市無形
民俗文化財に指定されている小沼区の「餅かえ」行事が
行われました。当日は、祭典委員長によるホラ貝の音を
合図に、庚申塔前に区民ら大勢が集合。無病息災や家内
安全、五穀豊穣などを願い「あん」や「きな粉」の餅を
わらで包んだ「わらつと」を互いに交換しました。
　なお、この行事は、他区からも大勢の方が訪れること
から、区が用意した「わら馬」の抽選会も行われました。

表紙の説明

信濃グランセローズ激励会

▼今季の抱負を語る中野市出身の三宅英幸投手
　３月13日、中野ボールパーク・フェスタ実行委員会
主催の「信濃グランセローズ激励会」が、アップルシ
ティーなかので開かれました。当日は、市民の皆さんな
ど約350人が参加。市内少年野球チームの子どもたちと
一緒に入場した監督や選手らは、壇上にて今季の抱負や
意気込みを語ると、会場から激励の言葉が飛び交いまし
た。後半の懇親会では、選手と参加者がテーブルを囲み、
食事をしながら歓談するなど、交流を深めていました。

中野実業高等学校閉校式▲

長年の歴史を刻んだ校章に手を添える校長
　３月５日、中野実業高等学校において、定時制卒業式
および閉校式・校名板収納式が行われました。式典には
同校定時制４年生８人のほか、中野立志館高等学校定時
制生徒70人が参加。学校長や同窓会長は、あいさつで
「創立以来、大切に育んできた同校の歴史と伝統を中野
立志館高等学校につないでほしい」と、卒業生に激励の
ことばを残しました。式典終了後、関係者らが正面玄関
の校名板を取り外し、103年間の歴史に幕を閉じました。

　３月17日に市内の11小学校、また、18日に４中学校で
卒業証書授与式が行われ、小学生441人、中学生535人が
卒業しました。
　卒業証書を受け取った卒業生の皆さんは、運動会、文
化祭、修学旅行など数々の思い出とともに、お世話に
なった先生や在校生の皆さん、そして保護者の皆さんに
見送られながら、大きな夢や希望に向かって新たな一歩
を踏み出して行きました。　　　（写真：南宮中学校）

　３月12日、市民体育館において、第５回市民ソフトバ
レーボール大会を開催しました。本大会は、比較的手軽
に取り組めるソフトバレーボールを通じて市民スポーツ
の振興を図ることを目的とし、今年で通算14回目となり
ました。当日は、一般女子の部に５チーム、男女混合の
部に７チーム、ファミリーの部に11チーム、計116人が
参戦し、仲間と一緒に生涯を通じてプレーできる競技の
楽しさを実感しながら、試合に臨んでいました。

小中学校・卒業証書授与式

▲在校生や教師に「別れの歌」を歌う卒業生ら

市民ソフトバレーボール大会

▲ファミリーの部で楽しく汗を流す親子ら

日野原重明先生による健康講演会
　昭和53年から中野市の健康づくりにご協力いただい
ている、日野原重明先生による「健康講演会」を３月
20日、市民会館ホールにおいて開催しました。
　「中野市の健康づくりを世界一に」と題した講演で
日野原先生が、「健康を維持するためにはどうしたら
良いか、日常生活では笑顔が大切」など、健康づくり
についてユーモアを交えてお話しすると、満員の会場
からは、絶えず笑いが起こっていました。

土人形絵付けコンテスト表彰式▲

各部門の最優秀賞・優秀賞受賞者の皆さん
　３月28日、土人形絵付けコンテストの表彰式を中野陣
屋・県庁記念館で開催しました。皆さんに土人形の愛ら
しさと絵付け体験の楽しさを身近に感じていただくため、
昨年10月１日から１月31日まで作品を募集したところ、
小学校低学年、同高学年、一般の各部門に計371点のご
応募をいただきました。審査の結果、各部門から最優秀
賞１点、優秀賞３点、佳作10点が選出され、入選した皆
さんは、表彰状を手渡され、受賞を喜んでいました。



■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　月
の
ボ
ー
ル
ペ
ン

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
５
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　　　ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

を
書
き
添
え
て
、
次
の
宛
先
ま
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り　

４
月
14
日
㈬
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を

　も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

　ま
す
。
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広
報
ク
イ
ズ

３８３‐８６１４

中
野
市
三
好
町
一
丁
目

　
　
　
　
　３
番
19
号

　中 

野 

市 

役 

所

　

   

庶
務
課
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号

切手 問
題

　

み
ん
な
で
よ
り
良
い
中

野
市
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
「
中
野
●
●
●
●
」
を

制
定
し
ま
し
た
。

　こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
内
で

働
く
元
気
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
皆
さ

ん
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　今
回
は
、
県
外
の
大
学
を
卒
業

後
、
地
元
中
野
市
に
戻
り
、
昨
年

４
月
か
ら
団
体
職
員
と
し
て
働
い

て
い
る
池
田
武
広
さ
ん
に
お
話
し

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

―
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

　窓
口
で
金
融
、
共
済
関
係
の
業

務
を
担
当
し
、
日
々
大
勢
の
お
客

様
と
接
し
て
い
ま
す
。

　お
客
様
に
「
あ
り
が
と
う
」
と

言
わ
れ
る
こ
と
が
、
一
番
嬉
し
く

励
み
に
な
り
ま
す
。

◆

―
今
の
仕
事
を
選
ん
だ
理
由

は
何
で
す
か
。

　生
ま
れ
育
っ
た
中
野
市
が
好
き

で
、
地
元
で
役
に
立
ち
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　ま
た
、
実
家
が
農
家
な
の
で
、

農
業
関
係
に
携
わ
り
、
人
と
人
が

接
す
る
仕
事
が
し
た
か
っ
た
か
ら

で
す
。

◆

―
休
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
ま
す
か
。
趣
味
は
あ
り
ま

す
か
。

　気
分
転
換
に
、
少
し
遠
く
ま
で

ド
ラ
イ
ブ
を
し
た
り
、
大
学
時
代

か
ら
始
め
た
大
好
き
な
ギ
タ
ー
を

弾
い
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
職
場
の
野
球
チ
ー
ム
に

　　お客様に「ありがとう」　　
と言われることが、一番嬉しく励
　　みになります

池田　武広
【七瀬・23歳】

所
属
し
て
い
て
、
各
種
大
会
に
参

加
し
、
上
位
を
目
指
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

◆

―
中
野
市
に
は
ど
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
ま
す
か
。

　キ
ノ
コ
、
ブ
ド
ウ
な
ど
の
農
産

物
の
生
産
が
盛
ん
で
、
四
季
折
々

の
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。

◆

―
今
後
の
抱
負
を
お
願
い
し

ま
す
。

　お
客
様
の
立
場
に
立
っ
て
、
お

客
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
、
さ

ら
に
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

　ま
た
、
新
し
い
こ
と
に
積
極
的

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
さ
ら
に
知

識
を
増
や
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
役
立
て
て
い
き
た
い
で
す
。

さん

～中野のチカラ～
vol. １

萩原　久美子 さん

松島 太地さんから紹介された

（会社員・長嶺）

市民リレーインタビュー

キャッチボール

夢 No.60

　　

中野小学校　６年
古川　陵

た か つ ぐ

頌くん

　ぼ
く
の
夢
は
、
電
車
の
運
転

手
に
な
る
こ
と
で
す
。

　小
さ
い
時
か
ら
、
お
兄
ち
ゃ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
、
長
野
電
鉄

や
新
幹
線
を
見
に
行
っ
た
り

乗
っ
た
り
し
て
い
て
電
車
が
好

き
に
な
り
、
プ
ラ
レ
ー
ル
な
ど

の
ゲ
ー
ム
で
運
転
の
そ
う
さ
を

楽
し
ん
で
い
る
う
ち
に
、
電
車

の
運
転
手
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　し
か
し
、
電
車
に
は
人
身
事

故
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
事

故
が
起
こ
る
と
、
大
切
な
命
が

失
わ
れ
て
し
ま
う
事
も
あ
る

し
、
悲
し
い
事
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　ぼ
く
が
運
転
手
に
な
れ
た
ら

安
全
を
一
番
に
考
え
て
、
お
客

さ
ん
に
信
頼
さ
れ
て
、
周
り
の

人
に
み
と
め
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
。

　電
車
を
好
き
に
な
る
き
っ
か

け
を
作
っ
て
く
れ
た
お
兄
ち
ゃ

ん
も
、
運
転
手
に
な
る
こ
と
を

目
標
に
鉄
道
会
社
で
が
ん
ば
っ

て
い
ま
す
。

　ぼ
く
も
お
兄
ち
ゃ
ん
に
負
け

な
い
よ
う
に
、
夢
を
か
な
え
る

た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
勉
強
を

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

No.31

電車の運転手になりたい

吊
る
し
飾
り
と
は

　吊
る
し
飾
り
は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
を
願
っ
て
、
着
物
の
切
れ
端
な
ど
で

作
っ
た
縁
起
物
を
糸
の
先
に
吊
る
す
伝
統

工
芸
の
一
種
で
、
福
岡
県
柳
川
市
、
静
岡

県
伊
豆
町
稲
取
地
区
、
山
形
県
酒
田
市
な

ど
が
有
名
で
す
。

　晋
平
少
年
少
女
合
唱
団
の
副
団
長
と
し

て
活
躍
す
る
小
山
さ
ん
は
、
約
50
年
以
上

前
か
ら
趣
味
の
一
環
と
し
て
人
形
制
作
に

取
り
組
む
か
た
わ
ら
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
や

和
裁
・
洋
裁
な
ど
も
多
数
こ
な
し
、
そ
の

集
大
成
と
し
て
約
３
年
前
か
ら
吊
る
し
飾

り
を
始
め
ま
し
た
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
娘
さ
ん
が
構
図
を
考
え
、
親
子

二
人
三
脚
で
制
作
に
あ
た
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
小
山
さ
ん
の
場
合
は
正
月
や
ク
リ

ス
マ
ス
、
十
二
支
、
旅
の
思
い
出
な
ど
、

継
承
〜

　
　中
野
が
誇
る
伝
統
文
化

テ
ー
マ
を
決
め
て
制
作
に
あ
た
り
ま
す
。

納
得
い
く
物
を
作
る
た
め
、
化
学
繊
維
は

使
わ
ず
本
絹
を
使
う
な
ど
と
、
素
材
か
ら

こ
だ
わ
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

吊
る
し
飾
り
の
魅
力
と
は

　と
に
か
く
小
さ
く
可
愛
い
の
が
魅
力
。

花
と
象
な
ど
、
実
物
で
は
明
ら
か
に
大
き

さ
が
異
な
る
よ
う
な
小
物
を
並
べ
て
吊
る

し
て
も
、
全
く
違
和
感
を
感
じ
ま
せ
ん
。

　今
ま
で
、
千
個
以
上
の
人
形
を
作
っ
て

き
ま
し
た
が
、
同
じ
物
で
も
色
や
形
が
異

な
る
た
め
、
違
っ
た
感
動
を
体
験
で
き
る

と
と
も
に
、
新
た
な
制
作
意
欲
が
わ
い
て

き
ま
す
。
前
述
の
稲
取
地
区
に
作
品
を
視

察
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
で
は
吊

る
し
飾
り
が
生
き
が
い
で
す
。

皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　『
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
』
。
実
際
に

見
て
歩
く
と
良
い
で
す
ね
。
ま
た
、
自
分

で
作
っ
て
み
る
と
、
初
め
て
そ
の
魅
力
に

気
づ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
先
月
、
中
野

陣
屋
県
庁
記
念
館
で
作
品
展
を
開
催
し
た

と
こ
ろ
、
大
勢
の
方
に
観
て
い
た
だ
き
、

皆
さ
ん
笑
顔
で
帰
っ
て
い
か
れ
た
た
め
、

と
て
も
満
足
で
き
ま
し
た
。
人
形
は
人
の

心
を
優
し
く
し
て
く
れ
ま
す
。
頑
張
っ
て

来
年
も
展
示
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
二
十
三
回　

吊
る
し
飾
り
制
作
者　

小
山
早
智
子
さ
ん

▲吊るし飾りと小山さん

①自己紹介
　奄美大島で生まれ中野市で育ちました。
アウトドアが趣味で、夏は海に出かけ、冬
は週１回スノーボードを楽しんでいます。
②今後チャレンジしたいこと
　海が大好きなので、今年からサーフィン
を始めたいと思います。また、ダイビング
のライセンスを取りたいですね。
③これからのまちづくりに望むこと
　中野市全体が盛り上がるイベントを増や
してほしいと思います。文化公園一帯は自
然が豊かで、桜もきれいに咲きます。大勢
の方でにぎわうようになってほしいです。
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有料広告欄

音声告知放送について
　音声告知放送は、緊急地震速報などの緊急放送のほか、一般放送として
「定時放送」を毎日、朝晩に10分程度放送しています。定時放送は、市役
所からのお知らせで、くらしに役立つ情報をお伝えしています。
　なお、新規加入申し込みについては、次のとおり随時受け付けを行って
います。
◆新規加入手続・設置までの流れ
①申込書を記入の上、政策情報課へ提出します。用紙は政策情報課まで請
　求ください。
②電気工事店から工事予定日などの連絡があります。
　・建物内工事…指定電気工事店
　・引込線工事…指定通信工事業者
③工事を行います。
④工事完了後、２週間以内に放送が流れるようになります。
◆費用負担
【音声告知放送端末機】
　１台まで･･･無料（市から貸し出し）
　２台目以降･･･18,270円/台（税込）
【引込線工事】
　原則として引込線延長が35ｍ以内の場合：21,000円（税込）
【建物内工事】
　標準単価を定めていますが、それぞれの住宅の形状や設置場所などに
よって異なります。次にいくつかの事例を紹介します。

※上記の金額は、工事状況に応じ変動があります。あくまでも目安です。
※詳しくは、お問い合わせください。
問　政策情報課情報係（内線217）

なかの｢おすみちゃん｣販売
　「おすみちゃん」に含まれている
有機分によって土壌改良にも役立ち
ます。皆さんご利用ください。
４月の販売日
７日㈬、14日㈬、18日㈰、28日㈬
５月の販売日
12日㈬、19日㈬、23日㈰、26日㈬
販売場所　中野浄化管理センター
販売時間　午前９時～正午
※バラ売り(袋無)：要予約(10日前)
問　上下水道課下水道係（内線283）

害鳥駆除・害獣巡回駆除
《４月の実施日程》
　農作物の被害防止を図るため、市
猟友会のご協力により害鳥獣駆除を
実施します。
■害獣巡回駆除(ニホンザル、イノシシ)

※駆除実施中は、銃器を使用するた
め大変危険ですので、駆除時間に
は対象区域に近づかないようご協
力をお願いします。

問　農作物害鳥獣駆除推進協議会事
　　務局（市役所農政課内☎（22）
　　２１１１内線251）

実施日 ７日㈬、21日㈬

対象区域 栗和田から桜沢にかけた山際

駆除時間 午後１時30分からおおむね２時間

市営住宅および若者住宅
入居者募集
　空き住宅および５月から７月まで
に明け渡しのあった市営住宅、若者
住宅の入居者を募集します。
募集する住宅　東山、泉、長元坊、
小田中、城下の各市営住宅および若
者住宅

募集期間　４月５日㈪～16日㈮
抽選日時　４月21日㈬　午後２時
抽選会場　市民会館46号会議室
選考方法　公開抽選により入居順位
を決定します。
※入居資格など、詳しくは直接お問
い合わせください。
問　都市計画課建築住宅係（内線273）

豊田情報センターまたはテレビ北信に加入している
場合で、既存テレビの２m以内に設置した場合の例 6,762円(税込)

豊田情報センターまたはテレビ北信に未加入で、音
声告知用のケーブルを単独配線(10m)した場合の例 10,332円(税込)

豊田情報センターまたはテレビ北信に未加入で、既
存のアンテナ線と混合した場合の例 15,393円(税込)

■ 平成22年度緑化運動
　緑化の推進と森林資源の造成を図
るため、５月31日㈪までの期間を
「緑化推進特別強調月間」として緑
化運動が展開され、その一環として
「緑の募金運動」が実施されます。
■ 緑化苗木頒布会
　緑化苗木頒布会を実施します。
期日　５月８日㈯
時間　午前10時から終了まで
（整理券は午前９時15分から配布）
会場　一本木公園（雨天時も同会場）
駐車場に限りがありますので、で※ 
きるだけ公共交通機関をご利用く
ださい。

苗木の種類　カスミ桜、イロハモミ
ジ、キリシマツツジ、ナツツバキなど
無償頒布本数　660本
問　農政課耕地林務係（内線251）

平成 22 年度緑化運動
緑化苗木頒布会

期間　５月23日㈰まで(火曜日定休)
時間　午前９時～午後５時
会場　中野小学校旧校舎・信州中野
銅石版画ミュージアム
入場料　無料
原画作家名　白鳥映雪、上村松篁、
石踊達哉、平山郁夫、絹谷幸二　ほか
問　文化スポーツ振興課文化振興係
　　（内線394）

市収蔵版画作品展

人口動態職業・産業調査にご協力を

　厚生労働省では毎年人口動態調査を実施しています
が、国勢調査の行われる年には、人口動態職業・産業調
査を実施し、届書に職業の記入をお願いしています。
調査期間　４月１日～平成23年３月31日
調査対象　出生・婚姻・死亡・死産および離婚の届け出
をされる方
調査方法　各届書の届け出時に職業欄に記入していただ
きます。※死亡届は、産業欄にも記入してください。
問　市民課窓口係（内線236）

山火事にご注意ください！

　例年、空気が乾燥するこの時季は、山火事が多く発生
しています。
　森林の保全と地域の安全を図るため、次の点に注意し、
山火事予防に心がけましょう。
山林内や山際では、たき火をし• 
ないでください。
たばこの投げ捨ては絶対にしな• 
いでください。

問　農政課耕地林務係（内線251）

　ごみの減量・再資源化を一層進めるため、リサイクル可能なものの「資
源物の特別回収」を行います。詳しくは、３月に全戸配布したチラシをご
覧いただくか、環境課衛生係までお問い合せください。
★回収場所で回収できないものと判断されたものはお持ち帰りください。
★指定日時以外の持ち込みは絶対におやめください。

回収日 時　間 場　所 回収品目

４月11日㈰ 午前 10 時～
午後 1時

西条グラウンド
駐車場

庭木の剪定枝、硬質プラ
スチック製品

「資源物日曜回収」
４月18日㈰

午前 10 時～
午後 1時 中野陣屋前広場

段ボール、新聞紙、雑誌・
雑がみ、びん、ペットボト
ル、食用油、古着・古布

５月９日㈰ 午前 10 時～
午後 1時

西条グラウンド
駐車場 庭木の剪定枝、陶磁器

庭木の剪定枝（直径15cm以下のもの。）、陶磁器（食器類に限ります。汚れ
たもの、陶器・磁器以外の物は回収できません。）、硬質プラスチック製
品（衣装ケース・バケツ・ジョウロ・漬物樽・ごみ箱・カゴ・植木鉢・プラ
ンター・ポリタンク・ポリボトルに限ります。）、食用油（家庭で使用した天
ぷら油で、液体状のものに限ります。）、古着・古布（ナイロン製品・中
綿入り製品・セーターなど回収できないものがあります。）、びん・ペット
ボトル・古紙（月１回の資源物収集における分別方法と同様です。）
剪定枝のチップは、西条グラウンド駐車場突き当たりに積み置きます。※ 
４月分は４月17日以降、５月分は５月15日以降ご自由にお持ちください。

問　環境課衛生係（内線245）

資源物の特別回収を行います
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４月30日㈮は、平成22年度固定資産税・都市計画税第１期の納期限です。お忘れなく。

果樹栽培アシスタント講習会
　雇用・就業を希望される方々を対象に、果樹栽培の基
礎的な知識と技能の習得を目的とした技能講習会と合同
面接会（就職相談会）が開催されます。
対象者　①年齢が57歳から68歳までで働く意欲のある方
②脚立作業の可能な方　③実技会場まで通える方
募集期限　４月26日㈪　　定員　30人
講習期間　５月13日㈭～９月10日㈮のうち10日間
受講料　無料（講習会場までの交通費は受講者負担）
問　㈳中野広域シルバー人材センター　☎（23）０４６８

農作業（ぶどう房切作業、袋・カサかけ作業）のお手伝いさんを募集します
　６月に入ると、ぶどう栽培の重要な作業である「房切
（ふさきり）作業、袋・カサかけ作業」が一時期に集中
することから、産業公社では、市内ぶどう農家で房切作
業などを手伝っていただける方を募集します。
○作業の概要
作業内容・時期　ぶどう房切作業…６月３日㈭～19日㈯、
袋・カサかけ作業…７月20日㈫～31日㈯
労賃　時給740円（予定）※交通費の支給はありません
作業時間　１日８時間　※作業時間は短縮も可能

傷害保険　JA普通傷害共済に加入（費用は農家負担）
その他　この事業は産業公社が厚生労働大臣の許可を得
て、職業紹介事業として実施します。
○説明会
会場　市民会館42号会議室
日時　４月９日㈮　①午前10時30分～②午後１時30分～
　　　４月12日㈪　①午前10時30分～②午後１時30分～
　　　４月14日㈬　①午前10時30分～②午後１時30分～
問　㈶中野市産業公社　☎（22）２１１１（内線303）

　「ふるさと寄附金（納税制度）」は、「ふるさと」に対し貢献または応援を
したいという納税者の思いを実現する観点から、出身地に限らず応援したい
県・市町村に寄附をした場合、個人住民税や所得税が軽減される制度です。
　市では、平成20年６月１日から「ふるさと寄附金」の受け付けを開始し、
これまでに多くの方からご寄附をいただきました。
○「ふるさと寄附金（納税制度）」の寄附状況
寄附申出件数　53件　※団体などの寄附を含む• 
寄附金額　7,717,971円（平成22年３月24日現在）• 

〈寄附金の内訳〉

○「ふるさと寄附金（納税制度）」の活用先
　活用先として、平成21年度から実施している「電話医療相談所運営事業」
に300万円の寄附金（メニュー４「市長におまかせ信州中野」から）を活
用させていただきます。
　また、その他メニューの寄附金につきましても、活用事業が決定次第、
順次活用させていただく予定です。
　市外に家族や親類が住んでいる方につきましては、ぜひ「ふるさと寄附
金」についてお伝えいただき、「ふるさと中野市」を応援していただきますよ
うお願いします。
※詳しくは、直接お問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。
ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp/city/seisaku/seisaku/
hurusatonouzei.htm
問　政策情報課政策推進係（内線216）

の寄附状況、寄附金の活用先
通販トラブルにご注意を
　インターネットによる通信販売は
大変便利なものですが、「実物を手
に取って見ることができない」「直
接会って取引できない」などの面で
トラブルが発生しています。
　次の点に留意してください。
販売者の住所、固定電話番号、担1. 
当者名を確認し、記載に不備があ
るサイトでは取引をしないように
しましょう。
返品に関する記載内容を必ず確認2. 
しておきましょう。
支払方法が前払いだけのサイトは3. 
注意が必要です。代金引換、カー
ド支払いなど支払方法が複数用意
されているサイトを選びましょう。
サイトのURL､注文した内容や確認4. 
画面は必ず保存しておきましょう。
商品が届いたらすぐに中身をチェ5. 
ックしましょう。注文したものと
違う商品だったり、壊れていたり
した場合はすぐに販売業者に連絡
しましょう。
通販にはクーリングオフ制度の適※ 
用はありません。（平成21年12月
１日以降の契約からは、返品規定
が明示されていない場合に商品到
達後から８日間は「返品に係る送
料を消費者負担」で契約を解除で
きるようになりました。）

問　市民課生活交通安全係（内線238）

メニュー 活用内容 件数 寄附金額
メニュー１
緑豊かなふるさと信州中野 環境保全、都市基盤整備 ８ 992,208 円 

メニュー２
文化が香る信州中野 教育関係、文化振興 ６ 2,740,000 円 

メニュー３
元気なまち信州中野

医療福祉、産業振興、
市民交流、スポーツ振興 17 837,043 円 

メニュー４
市長におまかせ信州中野 市長が選定する政策に活用 22 3,148,720 円 

後期高齢者医療保険料・国民健康保険税を
年金からお支払いされている皆様へ

次回申込期限　４月30日㈮  午後５時15分
広報なかの掲載号　６月５日 発行の６月号から
ホームページ掲載日　６月１日㈫から
※詳細は、庶務課秘書広報係（内線212または400）へ。
市公式ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp/kokoku/index.htm
にも掲載していますのでご覧ください。

「広報なかの」「市公式ホームページ」広 告 募 集 中 ！

『ふるさと寄附金』

～暮らしに役立つ広告

　をお待ちしています～

「元気がでる商品券｣ 販売
　商店街の活性化を図るため、10％
分のプレミアムがついた「元気が出
る商品券」を販売します。
販売期間および利用期間
４月22日㈭～10月21日㈭
(土･日曜日、祝日の販売は行いません)
※売り切れた時点で販売終了
販売場所　中野商工会議所
販売時間　午前９時～午後５時
内容　1,000円券11枚つづりを
10,000円で販売【一般商店・大型
店共通券(４枚)、一般商店(７枚)】
購入限度額　１人あたり10万円まで
利用できる店　取扱店ポスターが掲
示してある市内の商店など
問　中野商工会議所会員サービス課
　　☎（22）２１９１

訂正とおわび
　広報なかの３月号の18ページ写真
の説明文に誤りがありました。
　次のとおり訂正し、おわびします。

 (誤)｢JA長野厚生連北信総合病院
　　  副院長　坂下英夫医師による
　　　講演」

 (正)｢JA長野厚生連北信総合病院
　　　副院長　牧下英夫医師による
　　　講演」

国民読書年「おはなし会」
　今年は国民読書年です。これに合わせて、市立図書館
では、４月23日㈮から５月12日㈬の子ども読書週間中
に「おはなし会」を開催します。
日時　５月８日㈯、９日㈰　午前10時～正午
会場　市立図書館
内容　ボランティアや小学生、職員による読み聞かせなど
「子ども読書週間」の期間中は、ビデオ上映会や絵本※ 
展なども開催します。

問　市立図書館　☎（26）５８４１

４月(１期) ６月(２期) ８月(３期) 10月(４期) 12月(５期) ２月(６期)

●「後期高齢者医療保険料」および
　「国民健康保険税」の年金からの支払月(期)

　現在、「後期高齢者医療保険料」「国民健康保険税」を年金からお支払
いいただいている方は、平成22年度についても、継続して年金からのお
支払いをお願いします。
●支払額について
　「後期高齢者医療保険料」「国民健康保険税」の４月から８月までの
支払額は、それぞれ平成22年２月に年金からお支払いいただいた金額と
同額になります。

国民健康保険税
　昨年７月下旬にお送りしまし
た「国民健康保険税　特別徴
収開始通知書」をご覧ください。
　なお、10月以降の年金からの
お支払いについては、７月下旬
ごろに通知する予定です。
問　税務課課税係
　　（内線225､229）

後期高齢者医療保険料
　昨年７月下旬にお送りしまし
た「後期高齢者医療保険料額決
定通知書　兼　特別徴収開始通
知書」をご覧ください。
　なお、10月以降の年金からの
お支払いについては、７月下旬
ごろに通知する予定です。
問　福祉課国保医療係（内線296）
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平成22年４月号29 平成22年４月号 28

心配ごと相談
日時　毎週月～金曜日　午後１時30分～４時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

福祉相談・ボランティア相談
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

法律相談（予約制）
日時　毎月第１･３月曜日　午後１時30分～３時30分
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

結婚相談（予約制）
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）　　

行政相談
期日　４月12日㈪、５月10日㈪
会場・時間
　　　中野会場：市民会館44号　午後１時～４時
　　　豊田会場：豊田支所相談室　午前９時～11時30分
※５月10日㈪の中野会場は市民会館45号です。
問　　庶務課庶務文書係（内線211）

定期健康相談
①日時　毎週水曜日　午前10時～11時30分
　会場　中野保健センター
②日時　毎月第１木曜日　午前10時～11時30分
　会場　豊田保健センター
問　　健康長寿課健康管理係（内線242）

女性相談窓口（面接は予約制）
期日　毎週月・水・金曜日
時間　（電話）午前９時～午後５時
　　　（面接）午前９時～午後１時
会場　中野人権センター（☎23-4810）

消費生活相談
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
問　　市民課生活交通安全係（内線238）

身体障害者相談所
日時　毎月第１・３水曜日　午後２時～４時
会場　福祉ふれあいセンター（☎26-3111）

職業相談
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時
会場　南宮庁舎職業相談室（☎23-4710）

介護に関する総合相談
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時
会場　中野保健センター
問　　地域包括支援センター（内線366）

相談
相談内容について秘密は厳守します。
お気軽にご相談ください。

各 種 相 談 日 程 年金
｢ねんきんダイヤル｣(平日午前8時30分~午後5時15分)
☎０５７０－０５－１１６５

平成22年度　年金事務所
出張相談窓口開設のお知らせ

　年金事務所では、国民年金･厚生年金に関する
相談および各種手続･申請の受け付けのため、出
張窓口を開設しています。会場と日時は次のとお
りです。お気軽にご利用ください。
　場所：中野市市民会館会議室
　日時：原則として、毎月第２火曜日の午前10時
　　　　から午後３時まで

年金手帳、年金証書、運転免許証など、本人で※ 
あることを確認できるものを持参してください。
また、代理人の場合は、本人からの委任状およ
び代理人の身分確認のため、代理人の運転免許
証などをご持参ください。

問　長野北年金事務所　☎026（244）4100

人口
と
世帯

人　口 45,811 人 ( ０)
男 22,132 人 ( －１)
女 23,679 人 ( ＋１)
世　帯 15,167 戸 ( ＋ 23)

平成22年３月１日現在（国勢調査を基に推計）

ご寄付　ありがとうございました

●市内小中学校および市立図書館へ
　栁澤哲　著「競歩式　最強ウォーキング」　18冊
　＜新保　栁澤　勲　様＞
●医療・福祉のため　住宅デーの売上金　53,300円
　＜中高建設労働組合　様＞
●子どもたちの健全育成のため　絵手紙・墨彩画
　＜上小田中地区ＰＴＡ　様＞
●市長が選定する政策のため
　お客様感謝祭でのフリーマーケットの売上金
　55,850円　＜ミズケン水和会　様＞
●新入学児童の交通安全運動のため
　交通安全帽子　428個　＜中野ライオンズクラブ　様＞
●JAなかの管内小学校新入学児童を対象に祝品として
　傘400本　＜中野市農業協同組合　様＞
●平岡小学校図書整備のため　図書券　300,000円分
　＜東京都葛飾区　細谷　恒明　様＞
問　庶務課秘書広報係（内線400）

展示

中野市立博物館 ㊡火曜日 ☎ 22-2005

常設展示「中野市の自然と歴史・文化」

中野陣屋・県庁記念館 ㊡火曜日 ☎ 23-2718
第６回ぶらり北信濃ひな巡り
　４月４日㈰まで
フォトサークル「旬」写真展
　４月７日㈬～18日㈰
学問の神様「菅原道真展」－中野土人形　松本押絵雛
天神掛軸－
　４月７日㈬～５月５日㈬
風景画写真展　－一

いちえ

会の四季彩－
　４月22日㈭～５月５日㈬

展 示 案 内
中野市立博物館、中野陣屋・県庁記念館
の展示案内です。是非、ご覧ください。

シリーズ 地球温暖化46

★スキーセット★テニスラケット★人形
ケース★小動物用ケージ（かご）★肘掛け
座椅子★自転車★味噌桶★茶だんす★サイ
ドボード★柔道着★学習机★ポリ製桶

★ノートパソコン★掃除機★車いす★電動
自転車★電子ピアノ★子ども用自転車（補
助輪付、女の子用）★介護用歩行器★変速
機付自転車★電動フライヤー★こたつ★子
ども服（男の子用150～170㎝）★自転車★
チャイルドシート★女性用スキーセット★
農機具★ワープロ

問い合わせ・申し込み先
市民課生活交通安全係（内線238）

ゆずります

ゆずってください

ご利用ください
(３月25日現在)

子ども相談室
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時
会場　市役所内　子ども相談室（内線278）

保健師による子育て相談
日時　毎週月・水・金曜日　午前10時～11時
　　　（休所日を除く）
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）
　　　☎22-2259

子ども電話相談
日時　毎週月～金曜日　午前８時30分～午後５時
　　　☎23-3191

子ども
相談 子どもに関することなら何でもお気軽

にご相談ください。秘密は厳守します。

子どもに関する相談

電話番号

医療に関する相談
看護師・保健師など経験豊富なスタッフ
がお答えします。秘密は厳守します。
お気軽にご相談ください。

  電話
医療
相談

◎家電エコポイント制度が12月まで延長！
　これまでの家電エコポイント制度は、平成22年
３月までに対象製品を購入された方を対象として
いましたが、購入期限を平成22年12月まで延長す
るとともに、申請書の簡素化などの制度改善が行
なわれ、更に利用しやすくなりました。
　家電エコポイントの対象となる製品は「統一　
省エネラベル☆（星）４以上」の地上デジタル放
送対応テレビ、エアコン、冷蔵庫です。
　ただし、地上デジタル放送対応テレビは、省エ
ネ基準が強化されたことにより、対象商品から外
れてしまうものがありますのでご注意ください。
◎LED電球への交換がお得です！
　白熱電球よりも大幅に省電力で長寿命のLED電
球の利用を促進するため、家電エコポイントの対
象製品を購入する際、そのポイントをLED電球と
交換すると半分のポイントで交換が可能です。
　例えば4,000円分のLED電球と交換する場合、
これまで4,000点のエコポイントが必要でしたが、
４月からは半分の2,000点で交換できます。
　お財布にも優しい、お得な「エコポイント」を上手
に利用して、地球温暖化を防止しましょう。

２３-０３００
午前８時 30 分～午後 10 時
（土・日曜日、祝日を除く）

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９
日 13 11 8 13 10 14
月 10 11 12 １ ２ ３
日 13 11 8 11 8 8



保健だより
●中野市健康長寿課 ☎22-2111(内線242）
●中野市子育て課  ☎22-2111(内線356）
●豊田支所地域振興課 ☎38-3111
●休日緊急診療所(中 野 保 健センター内) ☎23-2255
●休日当番薬局携帯電話
　☎090-4125-8402(ともに午前9時～午後５時　日・祝日のみ )

〒383-8614　長野県中野市三好町一丁目３番19号　☎0269-22-2111　FAX 0269-26-0349　●Ｅメール　info@city.nakano.nagano.jp
●広報なかの　平成22年４月５日発行　●発行　中野市　●編集　総務部庶務課　●印刷　高錦堂印刷所　中野市役所

予防接種
持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ(接種年齢は生後３～６か月未満の乳児)

期日／４月20日㈫
受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
対象／平成21年12月生まれ
※３か月児健診時に行います。

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

対
象
・
接
種
方
法

第１期＝生後12～24か月未満
第２期＝５歳以上７歳未満で、
就学前の１年間（平成16年４月
２日～平成17年４月１日生まれ）
第３期＝中学１年生に相当する
年齢の者（平成９年４月２日～
平成10年４月１日生まれ）
第４期＝高校３年生に相当する
年齢の者（平成４年４月２日～
平成５年４月１日生まれ）
※第１期で単独ワクチンを接種
済みの幼児も、第２期として
混合ワクチンを接種します。
※第３期の対象の方は各中学校
で接種します。
※第２・４期対象の方には予診
票を送付します。
※対象者は無料で接種が受けら
れますので、接種される前月
に実施医療機関へ予約してく
ださい。

平成22年４月号 30

三種混合(ジフテリア、百日せき、破傷風)
受付時間／午後１時～１時40分
＜中野保健センター＞
５月12日㈬…日野、延徳、平野
　　13日㈭…高丘、長丘、平岡、
　　　　　　科野、倭、豊田
　　14日㈮…中野

対
象
・
接
種
方
法

Ⅰ期初回＝３か月～１歳
（20～ 56日の間隔で３回接種）
Ⅰ期追加＝１歳６か月～３歳
（初回３回目終了後 12～ 18か月
の間に１回）
≪７歳６か月未満まで接種可≫

健診名 健 診 日 対　　象
３か月児
健 診
（Ｂ Ｃ Ｇ

予防接種）
４月20日㈫ 21年12月生まれ

７か月児
健 診 ４月21日㈬ 21年８月生まれ
１ 歳
６か月児
健 診

４月23日㈮ 20年９月生まれ

２ 歳 児
健 診 ４月19日㈪ 20年３月生まれ
３ 歳 児
健 診 ４月22日㈭ 19年３月生まれ

受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
バスタオル

乳幼児健康診査

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
ください。

　弟思いで元気がよくブロック
遊びが大好きなお兄ちゃんです。
好きな食べ物はドーナツです。
　伸び伸びと優しい子に育って
ほしいと思います。
（片山和哉・みや子さん　立ヶ花）

（３歳２か月） （８か月）

☆わが家のアイドル☆

片山 遙
はるか

くん  陽
ひ な た

向くん

マタニティクラス
期日／５月11日㈫
時間／午後１時15分～４時
会場／中野保健センター
内容／母と子の歯の健康、出産・子
育てにおけるサービスの紹介、妊婦体
験、もく浴演習、母乳栄養と乳房管理

育児教室
期日／５月10日㈪
時間／午前10時15分～11時30分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
内容／赤ちゃん体操
離乳食の話（※試食
があります）

歯周疾患検診
　20歳・30歳・40歳・50歳・60歳の
方および70歳の方を対象に歯周疾患
検診を行います。
　対象となる方には４月中旬に受診
票をお送りしますので、ご希望の市
内歯科医院へ予約し、受診してくだ
さい。
期間／12月30日㈭まで
受診料／20歳・30歳・40歳・50歳・
60歳の方は500円、70歳の方および
生活保護受給世帯の方で、受付にて
証明書を提示された方は無料

心の健康相談
　次のことでお悩みの方に、相談に
応じます。（無料、予約制）
子供－こだわりが強い、登校拒否など
大人－イライラ、不眠、物忘れなど
期日・相談担当者／
４月15日㈭・精神保健福祉士
５月13日㈭・精神神経科医師
時間／午後２時～４時
会場／中野保健センター
※希望者は、相談日の２日前までに
健康長寿課へお申し込みください。

定期健康相談
　保健師、栄養士、歯科衛生士が相
談に応じますので、お気軽にご相談
ください。
時間／午前10時～11時30分
会場／中野保健センター（毎週水曜日）
豊田保健センター（毎月第１木曜日）
内容／血圧測定、検尿、身体計測、
栄養相談、歯科相談、介護相談、育
児相談など
※各会場とも祝日は休みになります。

赤ちゃん体操
離乳食の話（※試食
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